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ド
ロ
イ
ゼ
ン
の「
探
究
的
理
解
」に
つ
い
て

安
酸

敏
眞

序
一
八
五
七
年
の
夏
学
期
、
当
時
ま
だ
イ
ェ
ー
ナ
大
学
に
い
た
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
、「
歴
史
学
の
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
お

よ
び
方
法
論
」（H

istorische
E

ncyklopädie
und

M
ethodologie

）
と
題
す
る
講
義
を
は
じ
め
て
行
な
っ
た
。
こ
れ
は

歴
史
学
の
理
論
・
課
題
・
方
法
な
ど
に
つ
い
て
包
括
的
に
論
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
そ
の
後
、
母
校
ベ
ル
リ
ン
大
学

で
教
鞭
を
執
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
同
様
に
、
一
八
八
二
／
八
三
年
の
冬
学
期
に
至
る
ま
で
、
同
じ
主
題
に
関
す
る
講

義
を
都
合
十
七
回
行
な
っ
て
い
る（
１
）。
題
目
は
「
歴
史
学
の
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
お
よ
び
方
法
論
」（H

istorische

E
ncyklopädie

und
M

ethodologie

）（
一
八
五
七
年
夏
学
期
、
一
八
八
一
年
夏
学
期
）、「
歴
史
学
の
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ

ィ
ー
」（H

istorische
E

ncyklopädie

）（
一
八
五
八
年
夏
学
期
、
一
八
五
九
年
夏
学
期
、
一
八
五
九
／
六
〇
年
冬
学

期
）、「
歴
史
学
の
方
法
論
お
よ
び
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
」（H

istorische
M

ethodologie
und

E
ncyklopädie

）（
一
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八
六
〇
／
六
一
年
冬
学
期
、
一
八
六
三
／
六
四
年
冬
学
期
、
一
八
六
五
年
夏
学
期
、
一
八
六
八
年
夏
学
期
、
一
八
七
〇
年

夏
学
期
、
一
八
七
二
年
夏
学
期
、
一
八
七
九
年
夏
学
期
）、「
史
学
論
あ
る
い
は
歴
史
学
的
諸
学
問
の
方
法
論
お
よ
び
エ
ン

チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
」（H

istorik
oder

M
ethodologie

und
E

ncyklopädie
der

historischen
W

issenschaften

）（
一

八
六
二
／
六
三
年
冬
学
期
）、「
歴
史
研
究
の
方
法
論
お
よ
び
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
」（M

ethodologie
und

E
ncyklopädie

der
G

eschichtsstudien

）（
一
八
七
五
年
夏
学
期
）、「
歴
史
学
的
諸
学
問
の
方
法
論
お
よ
び
エ
ン
チ
ク

ロ
ペ
デ
ィ
ー
」（M

ethodologie
und

E
ncyklopädie

der
historischen

W
issenschaften

）（
一
八
七
六
年
夏
学
期
）、

「
歴
史
の
方
法
論
お
よ
び
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
」（M

ethodologie
und

E
ncyklopädie

der
G

eschichte

）（
一
八
七

八
年
夏
学
期
、
一
八
八
二
／
八
三
年
冬
学
期
）
と
、
学
期
に
よ
っ
て
微
妙
に
異
な
っ
て
お
り
、
ま
た
講
義
の
中
身
に
も
そ

の
都
度
新
た
に
手
が
加
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
全
体
と
し
て
の
構
想
に
大
き
な
変
化
は
な
く
、
一
連
の

講
義
は
今
日
で
は
「
史
学
論
」（H
istorik
）
講
義
と
し
て
一
括
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
学
生
時
代
に
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
こ
の

講
義
に
列
席
し
た
経
験
を
も
つ
偉
大
な
学
者
と
し
て
は
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ィ
ル
タ
イ
（W

ilhelm
D

ilthey,1833−

1911

）、
ゲ
オ
ル
ク
・
ジ
ン
メ
ル
（G

eorg
Sim

m
el,1858−1918

）、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
マ
イ
ネ
ッ
ケ
（Friedrich

M
einecke,1862−1954

）
な
ど
が
い
る（
２
）。

ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
み
ず
か
ら
の
手
で
『
史
学
論
』
を
世
に
出
す
こ
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
代
わ
り
に
受
講
者
の
便
宜

を
は
か
る
た
め
に
、
講
義
の
概
要
な
い
し
骨
子
を
簡
潔
に
綴
っ
た
『
史
学
綱
要
』G

rundriß
der

H
istorik

を
、
一
八
五

七
年
（
あ
る
い
は
一
八
五
八
年
）
と
一
八
六
二
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
、
手
書
き
の
草
稿
の
簡
易
印
刷
版
の
か
た
ち
で
公

に
し
た
。
こ
の
小
冊
子
は
の
ち
に
組
版
に
回
さ
れ
、
一
八
六
八
年
に
は
そ
の
第
一
版
が
、
一
八
七
二
年
に
は
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
の
か
た
ち
の
第
二
版
が
、
そ
し
て
一
八
八
二
年
に
は
大
幅
に
加
筆
修
正
さ
れ
た
第
三
版
が
出
版
さ
れ
て
い
る（
３
）。
講
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義
録
そ
の
も
の
の
方
は
、
一
九
三
七
年
に
彼
の
孫
に
あ
た
る
歴
史
学
者
ル
ー
ド
ル
フ
・
ヒ
ュ
プ
ナ
ー
に
よ
っ
て
、
遺
さ
れ

た
各
回
の
講
義
ノ
ー
ト
に
基
づ
い
て
一
冊
の
書
物
に
編
集
さ
れ
、『
史
学
論
―
歴
史
の
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
お
よ
び
方

法
論
に
関
す
る
講
義
―
』H

istorik.Vorlesungen
über

E
ncyklopädie

und
M

ethodologie
der

G
eschichte

（M
ünchen:

R
.O

ldenbourg,1937

）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た（
４
）。
こ
れ
は
『
史
学
綱
要
』
の
第
三
版
を
も
そ
の
一
部
に
含
ん
で
お

り
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
歴
史
学
理
論
の
概
要
を
知
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
書
物
と
見
な
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
こ
に
大
き
な

問
題
が
潜
ん
で
い
た
こ
と
も
ま
た
否
め
な
い
。
と
い
う
の
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
編
集
作
業
に
よ
っ
て
、

ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
歴
史
学
理
論
に
お
け
る
思
想
発
展
や
構
想
の
深
ま
り
と
い
っ
た
点
が
、
遺
憾
な
が
ら
曖
昧
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
の
「
史
学
論
」
構
想
の
「
発
展
史
」（E

ntw
icklungsgeschichte

）
を
精
確
に

跡
づ
け
る
た
め
に
、
ペ
ー
タ
ー
・
レ
イ
と
ホ
ル
ス
ト
・
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ブ
ラ
ン
ケ
に
よ
っ
て
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち

上
げ
ら
れ
、
目
下
三
巻
五
分
冊
プ
ラ
ス
補
巻
の
か
た
ち
で
『
史
学
論
』
の
「
歴
史＝

批
判
版
」（historisch−kritische

A
usgabe

）
が
刊
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
（
現
時
点
で
は
、
第
一
巻
、
第
二
巻
（
二
分
冊
）、
補
巻
が
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
お

り
、
第
三
巻
（
二
分
冊
）
は
本
年
中
に
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
）（
５
）。
こ
の
「
歴
史＝

批
判
版
」
は
、
十
七
回
の
各
講

義
を
完
全
な
仕
方
で
再
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
そ
れ
は
実
際
上
不
可
能
で
も
あ
る
が
、
し

か
し
そ
の
第
一
巻
は
一
八
五
七
年
の
最
初
の
講
義
を
完
全
な
仕
方
で
再
現
し
て
み
せ
、
ま
た
未
刊
行
の
第
三
巻
は
、
著
者

自
身
に
よ
る
最
終
的
な
直
し
を
反
映
し
た
、「
最
後
の
手
に
な
る
史
学
論
」（die

H
istorik

letzter
H

and

）
の
再
構
成
を

企
図
し
て
い
る（
６
）。

こ
う
い
う
事
情
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
資
料
面
か
ら
し
て
現
時
点
で
は
ま
だ
確
定
的
な
研
究
は
な
し
得
な
い
が
、
そ
れ
を

承
知
の
上
で
、
わ
れ
わ
れ
は
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
『
史
学
論
』
に
つ
い
て
、
と
く
に
彼
の
「
探
究
的
理
解
」
と
称
さ
れ
る
も
の
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に
つ
い
て
、
以
下
に
考
察
し
て
み
た
い
。

一
ヨ
ー
ハ
ン
・
グ
ス
タ
フ
・
ド
ロ
イ
ゼ
ン
（Johann

G
ustav

D
roysen,1808−1884

）
は
、
一
八
〇
八
年
七
月
六
日

に
、
ポ
ン
メ
ル
ン
の
小
都
市
ト
レ
ー
プ
ト
ー
（Treptow

、
今
日
のTrzebiatów

）
に
従
軍
牧
師
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ

た
。
一
八
二
六
年
に
、
シ
ュ
テ
ッ
テ
ィ
ン
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
を
卒
業
し
た
後
、
彼
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
進
学
し
、
古
典
文

献
学
の
分
野
で
博
士
の
学
位
と
教
授
資
格
を
取
得
し
た
。
在
学
中
の
彼
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
古
典
文
献

学
者
の
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ベ
ー
ク
（A

ugustB
oeckh,1785−1867

）
と
哲
学
者
の
ヘ
ー
ゲ
ル
（G

eorg
W

ilhelm
Friedrich

H
egel,1770−1831

）
で
あ
っ
た
。
実
際
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
、
一
八
二
六
年
の
夏
学
期
か
ら
一
八
二
七
／
二
八
年
の
冬
学

期
に
か
け
て
、
ベ
ー
ク
の
六
種
類
の
講
義
を
受
講
し
、
一
八
二
七
年
夏
学
期
に
は
彼
の
文
献
学
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
履
修
し

て
い
る
が（
７
）、
他
方
で
一
八
二
七
年
の
夏
学
期
か
ら
一
八
二
八
／
二
九
年
の
冬
学
期
に
か
け
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
授
業
を

六
つ
受
講
し
て
い
る
事
実
が
、
い
か
に
こ
の
若
き
学
徒
が
高
名
な
哲
学
者
に
魅
了
さ
れ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る（
８
）。
そ

れ
ゆ
え
、
一
八
三
一
年
一
一
月
に
ヘ
ー
ゲ
ル
が
急
逝
し
た
と
き
に
は
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
が
心
に
激
し
い
動
揺
を
覚
え
た
こ
と

も
よ
く
理
解
で
き
る（
９
）。
学
生
時
代
の
ド
ロ
イ
ゼ
ン
に
関
し
て
特
記
す
べ
き
も
う
一
つ
の
こ
と
は
、
彼
が
ベ
ー
ク
の
紹

介
で
一
歳
年
下
の
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
家
庭
教
師
に
就
任
し
、
こ
の
天
才
的
作
曲
家
と
肝
胆
相
照
ら

し
て
終
生
の
友
人
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る（
１０
）。

研
究
に
関
し
て
い
え
ば
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
そ
の
第
一
段
階
と
し
て
、
古
典
期
以
後
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
的
を
絞
っ
て
研
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究
し
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
化
の
世
界
史
的
意
義
を
ま
さ
に
見
出
し
た
。『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
歴
史
』G

eschichte

A
lexandersdesG

roßen

（
一
八
三
三
年
）
と
『
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
歴
史
』G
eschichte

desH
ellenism

us

二
巻
（
一
八
三

六
年
と
一
八
四
三
年
）
は
、
い
ま
で
は
三
巻
セ
ッ
ト
の
古
典
的
名
著
と
見
な
さ
れ
て
い
る（
１１
）。「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
」

（H
ellenism

us

）
と
い
う
用
語
に
明
確
な
概
念
規
定
を
与
え
、
こ
れ
を
歴
史
学
的
術
語
と
し
て
確
立
し
た
の
は
、
ほ
か
な

ら
ぬ
ド
ロ
イ
ゼ
ン
で
あ
っ
た
。
古
典
文
献
学
者
と
し
て
は
、
彼
は
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
や
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
の
翻
訳
も
行

な
っ
て
お
り
―
―『
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
著
作
集
』
全
二
巻
（
一
八
三
二
年
）
と
『
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
著
作
集
』
全
三
巻

（
一
八
三
五－

三
八
年
）―
―
、
い
ず
れ
も
今
日
な
お
そ
の
価
値
を
失
わ
ぬ
名
訳
と
さ
れ
て
い
る（
１２
）。

と
こ
ろ
で
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
に
関
す
る
信
頼
で
き
る
伝
記
記
事
を
書
い
た
オ
ッ
ト
ー
・
ヒ
ン
ツ
ェ
に
よ
れ
ば
、
ド
ロ
イ
ゼ

ン
の
生
涯
は
「
大
き
く
三
つ
の
時
期
」
に
区
分
さ
れ
る
。
第
一
期
は
生
ま
れ
て
か
ら
一
八
四
〇
年
ま
で
、
第
二
期
は
一
八

四
〇
年
か
ら
一
八
五
〇
年
ま
で
、
第
三
期
は
一
八
五
〇
／
五
一
年
か
ら
亡
く
な
る
一
八
八
四
年
ま
で
で
あ
る（
１３
）。
と
い

う
の
も
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
一
八
四
〇
年
に
キ
ー
ル
大
学
か
ら
の
招
聘
を
受
け
容
れ
て
、
住
み
慣
れ
た
ベ
ル
リ
ン
を
後
に
し

た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
の
研
究
の
重
心
は
古
代
（
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
研
究
）
か
ら
近
代
（
政
治
史
）
へ
と
大
き
く
移
行
し
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
キ
ー
ル
時
代
の
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
、
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
両
公
国
に
対

す
る
デ
ン
マ
ー
ク
の
政
策
に
反
対
す
る
政
治
活
動
に
挺
身
し
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
連
邦
議
会
で
ド
イ
ツ
人
側
の
臨
時
政

府
を
代
表
し
た
り
も
し
た
。
キ
ー
ル
時
代
の
代
表
作
『
自
由
の
た
め
の
戦
争
の
時
代
に
関
す
る
講
義
』Vorlesungen

über

dasZeitalter
der

F
reiheitskriege

（
一
八
四
六
年
）
は
、
一
八
四
二－
四
三
年
に
講
義
さ
れ
た
内
容
が
活
字
に
な
っ
た

も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
は
と
く
に
一
八
四
八
の
革
命
以
降
、
プ
ロ
イ
セ
ン
を
中
心
と
し
た
ド
イ
ツ
の
国
民

国
家
的
統
一
（
小
ド
イ
ツ
的
構
想
）
を
擁
護
す
る
立
場
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
国
民
の
大
義
は
い
ま
や
プ
ロ
イ
セ
ン
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の
側
に
あ
る
。
・
・
・
ド
イ
ツ
の
権
力
で
あ
る
こ
と
が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
歴
史
的
課
題
な
の
で
あ
る
」（D

ie
Sache

der

N
ation

istjetztbeiPreußen...D
ie

deutsche
M

achtzu
sein

istseine
geschichtliche

A
ufgabe

）（
１４
）と
い
う
言
葉

は
、
こ
れ
以
後
の
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
政
治
的
態
度
を
直
截
に
示
し
て
い
る
。

一
八
五
一
年
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
報
復
措
置
に
身
の
危
険
を
感
じ
た
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
、
イ
ェ
ー
ナ
大
学
か
ら
の
招
聘
を
受

け
容
れ
て
、
そ
の
地
に
移
り
住
む
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
こ
で
か
ね
て
よ
り
着
手
し
て
い
た
『
陸
軍
元
帥
ヨ
ル
ク
・
フ
ォ

ン
・
ヴ
ァ
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
伯
爵
の
生
涯
』D

asLeben
desFeldm

arschallsG
rafen

York
v.W

artenburg

（
一
八
五
一
―

五
二
年
）
を
完
成
さ
せ
た
。
ヨ
ル
ク
を
プ
ロ
イ
セ
ン
精
神
の
鑑
と
し
て
称
賛
し
た
こ
の
本
は
、
専
門
家
筋
の
間
で
は
手
厳

し
い
批
判
が
多
か
っ
た
が
、
巷
間
で
は
か
な
り
の
好
評
を
博
し
た
。
彼
の
歴
史
叙
述
に
お
け
る
主
著
『
プ
ロ
イ
セ
ン
政
治

の
歴
史
』G

eschichte
der

preußischen
Politik

（
一
八
五
五－

八
六
年
）
も
こ
の
時
代
に
着
手
さ
れ
た
が
、
ベ
ル
リ
ン

大
学
か
ら
の
招
聘
を
受
け
容
れ
て
、
一
八
五
九
年
以
降
再
び
ベ
ル
リ
ン
に
住
み
着
い
て
か
ら
は
、
専
ら
プ
ロ
イ
セ
ン
の
公

文
書
を
フ
ル
に
活
用
し
て
、
こ
の
書
物
を
完
成
す
る
た
め
に
力
を
注
い
だ
。
未
完
に
終
わ
っ
た
と
は
い
え
、
五
部
全
十
四

冊
に
及
ぶ
大
著
と
な
っ
た
こ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
政
治
史
は
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
歴
史
家
と
し
て
の
真
骨
頂
を
よ
く
示
し
て
い
る

と
い
わ
れ
る
。
彼
が
歴
史
学
に
お
け
る
「
プ
ロ
イ
セ
ン
・
小
ド
イ
ツ
学
派
の
真
の
創
設
者
に
し
て
創
造
者
」（
１５
）と
呼
ば
れ

る
所
以
で
も
あ
る
。

二
歴
史
家
と
し
て
の
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
来
歴
は
、
ざ
っ
と
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
考
察
の
対
象
を
『
史
学
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論
』
に
限
定
し
、
そ
の
な
か
で
も
と
く
に
「
探
究
的
理
解
」（forschendes

Verstehen

）
と
称
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
、
そ
の
意
味
内
容
と
学
問
的
意
義
を
解
析
し
て
み
た
い
。
上
述
し
た
よ
う
に
、『
史
学
論
』
の
最
終
版
は
現
時
点
で

は
未
刊
行
な
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
『
史
学
綱
要
』
の
第
三
版
を
主
た
る
資
料
と
し
て
用
い
、
そ
れ
以
前
の
版
と
の
異
同
に

も
注
意
を
払
い
つ
つ
、
ま
た
『
史
学
論
』
の
テ
ク
ス
ト
（
一
八
五
八
年
の
講
義
、
ヒ
ュ
プ
ナ
ー
版
等
）
も
必
要
に
応
じ
て

参
照
し
て
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
「
探
究
的
理
解
」
の
特
質
を
剔
抉
し
て
み
た
い
。

ギ
リ
シ
ア
語
の

あ
る
い
は
ラ
テ
ン
語
のhistorice

に
由
来
す
る
「
史
学
論
」（H

istorik

）
と
い
う
術
語

は
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
が
は
じ
め
て
鋳
造
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
はars

historica

やG
eschichtskunst

（historische

K
unst

）
と
い
っ
た
、
よ
り
古
く
か
ら
存
在
す
る
類
語
の
長
い
歴
史
を
背
景
と
し
て
、
科
学
と
し
て
の
歴
史
、
つ
ま
り

《
歴
史
学�

》
が
出
現
す
る
十
九
世
紀
前
半
に
登
場
し
て
く
る
も
の
で（
１６
）、
例
え
ば
文
学
史
家
・
文
化
史
家
の
Ｇ
・
Ｇ
・
ゲ

ル
ヴ
ィ
ヌ
ス
は
一
八
三
七
年
に
、『
史
学
論
の
概
要
』G

rundzüge
der

H
istorik

な
る
書
物
を
す
で
に
刊
行
し
て
い
る

（
１７
）。
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
師
に
あ
た
る
ア
ウ
グ
ス
ト
・
べ
ー
ク
も
『
文
献
学
的
諸
学
問
の
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
な
ら
び
に

方
法
論
』
の
な
か
で
、「
歴
史
研
究
の
理
論
あ
る
い
は
史
学
論
（H

istorik

）
は
、
歴
史
の
理
念
と
目
的
な
ら
び
に
歴
史
学

的
技
法
の
本
質
を
、
方
法
お
よ
び
叙
述
と
の
関
連
に
お
い
て
、
論
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
１８
）、
と
述
べ
て
い
る
。
こ

こ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、H

istorik

は
「
歴
史
研
究
の
理
論
」
を
表
す
も
の
と
し
て
、
十
九
世
紀
の
中
葉
に
は
学
術
用

語
と
し
て
の
市
民
権
を
獲
得
し
て
い
る（
１９
）。
そ
れ
が
意
味
し
て
い
る
の
は
、「
専
門
の
歴
史
学
に
よ
る
み
ず
か
ら
の
学
問

性
の
諸
原
理
に
つ
い
て
の
体
系
的
な
自
己
省
察
」（
２０
）と
で
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
ド
ロ
イ
ゼ
ン
が
「
史
学
論
」
の
講
義

を
実
際
に
行
な
っ
た
の
は
一
八
五
七
年
が
最
初
で
あ
る
が
、
実
は
そ
の
五
年
前
の
一
八
五
二
年
に
、
彼
は
盟
友
の
ハ
イ
ン

リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ジ
ー
ベ
ル
（H

einrich
von

Sybel,1817−1895

）
に
宛
て
た
書
簡
の
な
か
で
、
す
で
に
そ
の
構
想
を
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打
ち
明
け
て
い
る
。

・
・
・
も
は
や
誰
も
理
想
の
力
を
信
じ
な
い
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
的
な
高
等
工
業
学
な
る
も
の
が
ド
イ
ツ
の
諸
学
問
に

巣
く
っ
て
い
る
。

ソ
ノ
声
ニ
応
ジ
テ
。
当
地
で
蔓
延
し
て
い
る
こ
の
よ
う
な
傾
向
―
―
イ
ェ
ー
ナ
に
お
け
る
最
も
賢
明
な
同
国
人
た

ち
が
、
顕
微
鏡
と
秤
だ
け
が
学
問
で
あ
り
、
自
分
た
ち
の
唯
物
論
的
方
法
が
方
法
一
般
で
あ
る
、
と
す
で
に
教
え
て

い
る
が
、
こ
れ
は
か
つ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弟
子
た
ち
が
、
哲
学
を
こ
ね
く
り
回
し
て
同
様
の
こ
と
を
行
な
い
、
遂
に
は

そ
の
せ
い
で
哲
学
が
窮
地
に
陥
っ
た
の
と
同
じ
で
あ
る
―
―
こ
れ
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
、
わ
た
し
は
こ
の
夏
〔
学

期
〕
に
「
歴
史
学
の
方
法
論
お
よ
び
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
」
に
つ
い
て
講
義
す
る
で
あ
ろ
う
。（
２１
）

実
際
に
は
こ
の
計
画
は
一
八
五
七
年
ま
で
延
期
さ
れ
た
が
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
「
史
学
論
」
は
、
当
時
蔓
延
し
つ
つ
あ
っ

た
実
証
主
義
的
・
唯
物
論
的
風
潮
に
対
抗
し
て
、
歴
史
学
の
学
問
的
理
想
と
方
法
に
つ
い
て
批
判
的
考
察
を
加
え
よ
う
と

し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
史
学
綱
要
』
の
第
三
版
に
よ

れ
ば
、「
史
学
論
」
は
「
歴
史
的
思
考
な
ら
び
に
研
究
の
オ
ル
ガ
ノ
ン
」（ein

O
rganon

des
historischen

D
enkens

und

Forschens

）（
２２
）と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
る
。「
オ
ル
ガ
ノ
ン
」（

）
と
は
、
一
般
的
に
は
、「
機
関
」
な
い
し

「
道
具
」
を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
に
込
め
ら
れ
た
特
別
な
意
味
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
用
語
に
ま
つ
わ
る
哲
学
史

的
背
景
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
後
継
者
た
ち
は
彼
の
論
理
学
の
諸

著
作
を
「
オ
ル
ガ
ノ
ン
」
と
呼
ん
で
き
た
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が
論
理
学
を
哲
学
の
一
部
門
で
は
な
く
、
哲
学
の
た
め
の
特
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別
な
道
具
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大
工
が
用
い
る
道
具
に
は
鋸
や
鉋
の
ほ
か
に
物
差
し
や
墨
縄
な
ど

も
あ
る
が
、
鋸
や
鉋
が
木
材
を
直
接
に
切
っ
た
り
削
っ
た
り
す
る
道
具
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
物
差
し
や
墨
縄
は
鋸
や
鉋

を
有
効
に
使
う
た
め
の
、
線
引
き
作
業
の
道
具
で
あ
る
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
哲
学
に
お
け
る
論
理
学
は
い
わ
ば
後
者
の
部

類
に
属
す
る
道
具
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
学
問
的
探
究
や
哲
学
的
議
論
の
た
め
の
道
具
の
、
そ
の
ま
た
道
具
の
よ
う
な
も
の

だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
こ
こ
で
の
用
語
法
も
こ
れ
に
準
拠
し
て
お
り
、「
史
学
論
」
が
「
歴
史
的
思
考
な

ら
び
に
研
究
の
オ
ル
ガ
ノ
ン
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
歴
史
的
思
考
と
研
究
に
つ
い
て
の
〈
反
省
の
反
省
〉、

〈
理
解
の
理
解
〉
と
い
う
、
メ
タ
レ
ベ
ル
の
議
論
を
含
む
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
史
学
論
」
は
一

種
の
メ
タ
歴
史
学
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
史
学
論
」
の
課
題
は
、
歴
史
学
的
研
究
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
す
べ
て
の

方
法
を
「
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
思
想
で
総
括
し
、
そ
れ
ら
の
体
系
、
そ
れ
ら
の
理
念
を
展
開
し
、
か
く
し
て
歴
史
の
法
則

で
は
な
い
が
、
し
か
し
歴
史
的
研
究
な
ら
び
に
知
識
の
法
則
を
確
定
す
る
こ
と
」（
２３
）で
あ
る
。

ち
な
み
に
、『
史
学
綱
要
』
の
第
三
版
の
実
際
の
構
成
を
示
せ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

緒
論
（E

inführung

）

序
論
（E

inleitung

）

１．

歴
史
（D

ie
G

eschichte

）
§
１－

§
７

２．

歴
史
的
方
法
（D

ie
H

istorische
M

ethode

）
§
８－
§
１５

３．

史
学
論
の
課
題
（D

ie
A

ufgabe
der

H
istorik

）
§
１６－
§
１８

方
法
論
（D

ie
M

ethodik

）
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§
１９

１．

発
見
法
（D

ie
H

euristik

）
§
２０－

§
２７

２．

批
判
（D

ie
K

ritik

）
§
２８－

§
３６

３．

解
釈
（D

ie
Interpretation

）
§
３７－

§
４４

体
系
論
（D

ie
System

atik

）

§
４５－

§
４９

１．

素
材
よ
り
見
た
歴
史
的
著
作
（D

ie
G

eschichtliche
A

rbeitnach
Ihren

Stoffen

）
§
５０－

§
５４

２．

形
式
よ
り
見
た
歴
史
的
著
作
（D

ie
G

eschichtliche
A

rbeitnach
Ihren

Form
en

）
§
５５－

§
７１

３．

作
者
よ
り
見
た
歴
史
的
著
作
（D

ie
G

eschichtliche
A

rbeitnach
Ihren

A
rbeitern

）
§
７２－

§
７９

４．

目
的
よ
り
見
た
歴
史
的
著
作
（D

ie
G

eschichtliche
A

rbeitnach
Ihren

Zw
ecken

）
§
８０－

§
８６

ト
ポ
ス
論
（D

ie
Topik

）

§
８７－

§
９５

以
上
の
全
体
構
成
に
明
確
に
見
て
と
れ
る
よ
う
に
、「
史
学
論
」
は
（
１
）「
歴
史
的
研
究
の
方
法
論
」（die

M
ethodik

des
historischen

Forschens

）、（
２
）「
歴
史
的
に
探
究
し
得
る
も
の
の
体
系
論
」（die

System
atik

des
historischen

E
rforschbaren

）、（
３
）「
歴
史
的
に
探
究
さ
れ
た
も
の
の
叙
述
の
ト
ポ
ス
論
」（die

Topik
der

D
arlegungen

des

historisch
E

rforschten

）
を
包
含
す
る（
２４
）。
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三
ま
ず
「
緒
言
」
に
お
い
て
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
み
ず
か
ら
の
旗
幟
を
鮮
明
に
す
る
。「
今
日
政
治

で
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
が
、
明
日
は
歴
史
に
属
す
る
。
今
日
一
つ
の
業
務
（G

eschäft

）
で
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
が
、
も

し
そ
れ
が
十
分
重
要
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
一
世
代
後
に
は
歴
史
の
一
部
分
と
見
な
さ
れ
る
。
い�

か�

に�

し�

て�

諸�

々�

の�

業�

務�

か�

ら�

歴�

史�

が�

生�

じ�

る�

の�

で�

あ�

ろ�

う�

か�

（W
ie

w
ird

aus
den

G
eschäften

G
eschichte

?

）。
諸
々
の
業
務
が
歴
史
に
な
る

こ
と
に
対
す
る
基
準
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。」（
２５
）ま
た
明
ら
か
に
ラ
ン
ケ
を
意
識
し
な
が
ら
、「
資
料
批
判
と
い

う
も
の
は
昔
日
の
諸
見
解
を
再
建
す
る
こ
と
よ
り
も
先
へ
と
導
か
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
資
料
批
判
は
《
純
粋
な
る
事
実
》

へ
と
導
か
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。」（
２６
）と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
例
の
引
用
か
ら
も
容
易
に
わ
か
る
よ
う
に
、
ド
ロ
イ

ゼ
ン
に
お
い
て
は
政
治
史
が
重
要
な
意
味
を
も
ち
、
し
か
も
彼
の
歴
史
の
考
え
方
は
明
ら
か
に
ラ
ン
ケ
の
そ
れ
と
は
異
な

っ
て
い
る
。

ド
ロ
イ
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
歴
史
と
は
「
変
化
し
つ
つ
あ
る
現
象
の
休
み
な
き
運
動
」
を
、
存
在
す
る
も
の
の
「
前
後
関

係
」（das

N
acheinander

）
に
お
い
て
、「
絶
え
ざ
る
生
成
の
う
ち
に
あ
る
も
の
と
し
て
把
握
」
す
る
、
わ
れ
わ
れ
人
間

精
神
の
働
き
に
よ
っ
て
い
る
（
§
１－

§
２
）。
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
こ
こ
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
のD

e
A

nim
a,II.5.7.

か

ら
、

（
自
己
自
身
へ
の
発
展
）
な
る
用
語
を
引
証
し
て
、
歴
史
の
発
展
を
も
っ
て
人
間
の
自
己
の
完

成
態
へ
の
発
展
と
見
な
し
て
い
る
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
人
間
の
眼
に
絶
え
ず
進
歩
す
る
こ
の
「
休
み
な
き
上
昇
の
総

計
」
が
「
倫
理
的
世
界
」（die

sittliche
W

elt

）
で
あ
っ
て
、
こ
の
世
界
に
対
し
て
の
み
「
歴
史
」（G

eschichte

）
と
い
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う
表
現
は
そ
の
完
全
な
適
用
を
見
出
す
の
で
あ
る
（
§
３
）。
そ
し
て
こ
の
歴
史
を
対
象
と
す
る
の
が
「
歴
史
の
科
学
」

（die
W

issenschaftder
G

eschichte

）
で
あ
る
が
、
彼
の
定
式
化
に
従
え
ば
、
こ
れ
は
「
経
験
的
知
覚
、
経
験
、
お
よ

び
探
究
（

）
の
成
果
で
あ
る
」（
§
４
）（
２７
）。
あ
ら
ゆ
る
経
験
的
探
究
は
、
そ
れ
が
向
け
ら
れ
て
い
る
所
与
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
る
が
、「
歴
史
的
探
究
」（die

historische
Forschung

）
も
そ
の
所
与
の
対
象
に
よ
っ
て
根
本
的
に
規

定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
歴
史
的
探
究
に
と
っ
て
の
所
与
と
は
何
で
あ
る
か
。
ド
ロ
イ
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、

§
５

・
・
・
歴
史
的
探
究
に
と
っ
て
の
所
与
は
諸
々
の
過
去
（die

Vergangenheiten

）
で
は
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
、
歴
史
的
探
究
に
と
っ
て
の
所

与
は
、
か
つ
て
あ
り
か
つ
起
こ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
の
想
起
で
あ
ろ
う
と
、
あ
る
い
は
か
つ
て
あ
っ
た
も
の
や
、
か

つ
て
起
こ
っ
た
も
の
の
遺
物
で
あ
ろ
う
と
、
諸
々
の
過
去
の
う
ち
で
い
ま
こ
こ
に
な
お
過
ぎ
去
ら
ぬ
も
の（das...im

dem
Jetztund

H
ier

noch
U

nvergangene
）
で
あ
る
。（
２８
）

§
６

こ
の
現
在
に
お
け
る
い
ず
れ
の
点
も
、
成
っ
た
と
こ
ろ
の
も
の
（ein

gew
ordener

）
で
あ
る
。
そ
れ
が

何
で
あ
っ
た
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
い
か
に
し
て
成
っ
た
か
は
、
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
過
去
性

は
理
念
的
に
そ
の
う
ち
に
あ
る
。

し
か
し
〔
そ
れ
ら
は
〕
た
だ
理
念
的
〔
に
あ
り
〕、
消
え
失
せ
た
特
質
〔
と
し
て
あ
り
〕、
潜
在
せ
る
微
光
〔
と
し

て
あ
る
に
過
ぎ
な
い
〕。

探
究
す
る
眼
（der

forschende
B

lick

）、
探
究
の
眼
（der

B
lick

der
Forschung

）
は
、
こ
れ
ら
の
も
の
を
呼
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び
醒
ま
し
、
再
び
生
き
返
ら
せ
、
過
去
の
空
虚
な
闇
の
う
ち
に
反
照
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
・
・
・（
２９
）

つ
ま
り
現
在
を
生
き
る
有
限
的
精
神
は
、
記
憶
と
希
望
・
意
欲
を
も
っ
て
、
過
去
と
未
来
を
理
念
的
に
自
己
の
う
ち
に

結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
現
在
の
ま
わ
り
を
照
ら
す
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
人
間
精
神
は
歴
史
的
世
界
を
所
有

す
る
に
至
る
。
そ
こ
か
ら
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
宣
言
す
る
。

§
７

人
間
精
神
と
人
間
の
手
が
作
り
上
げ
た
も
の
、
刻
印
し
た
も
の
、
触
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
人
間
の
足
跡

の
み
が
、
ふ
た
た
び
わ
れ
わ
れ
に
輝
き
を
放
つ
。

刻
印
し
、
形
作
り
、
秩
序
づ
け
つ
つ
、
あ
ら
ゆ
る
表
出
に
お
い
て
人
間
は
、
み
ず
か
ら
の
個
人
的
本
質
の
、
す
な

わ
ち
み
ず
か
ら
の
自
我
の
、
表
現
を
与
え
る
。
そ
の
よ
う
な
諸
々
の
表
現
や
印
象
の
う
ち
で
、
わ
れ
わ
れ
に
な
お
何

ら
か
の
仕
方
で
、
ど
こ
か
に
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
が
、
わ
れ
わ
れ
に
話
し
か
け
、
わ
れ
わ
れ
に
理
解
で
き
る

の
で
あ
る
。（
３０
）

以
上
の
よ
う
な
概
括
的
規
定
を
踏
ま
え
て
、
つ
ぎ
に
わ
れ
わ
れ
が
集
中
的
に
論
究
し
よ
う
と
し
て
い
る
「
探
究
的
理

解
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
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四
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
「
歴
史
的
方
法
」
に
つ
い
て
、「
歴
史
的
探
究
の
方
法
は
そ
の
材
料
の
形
態
学
的
性
格
に
よ
っ
て
規
定

さ
れ
て
い
る
。
歴
史
的
方
法
の
本
質
は
探�

究�

し�

つ�

つ�

理�

解�

す�

る�

こ�

と�

（forschend
zu

verstehen

）
で
あ
る
。」（
§
８
）

（
３１
）、
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
「
材
料
の
形
態
学
的
性
格
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
？
ま
た
歴
史
的
探
究
の
方
法
は
な
ぜ

そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
さ
ら
に
「
探
究
し
つ
つ
理
解
す
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う

か
？
こ
れ
ら
の
問
い
に
つ
い
て
は
、『
史
学
綱
要
』
か
ら
は
明
確
な
答
え
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
『
史
学
論
』

に
お
け
る
よ
り
詳
し
い
説
明
に
耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ド
ロ
イ
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
数
学
的
・
物
理
学
的
方
法
に
立
脚
す
る
自
然
科
学
の
場
合
に
は
、
考
察
対
象
と
な
っ
て
い
る

物
質
（
材
料
・
素
材
）
そ
の
も
の
が
重
要
で
あ
っ
て
、
そ
れ
の
個
別
的
な
形
態
に
は
関
心
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
歴
史
学
の

場
合
は
ま
っ
た
く
逆
で
、
歴
史
学
は
人
間
精
神
が
生
み
出
す
産
物
、
あ
る
い
は
織
り
な
す
事
象
に
関
心
を
抱
い
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
徹
頭
徹
尾
個
別
的
な
造
形
物
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
形
式
・
形
態
を
有
し
て
い

る
。「
人
間
的
な
も
の
が
自
己
を
表
現
す
る
形
式
、
あ
る
い
は
人
間
存
在
の
形
態
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
そ
こ
に
お
い
て
特

徴
づ
け
ら
れ
る
形
式
は
、
無
数
で
あ
る
」
が
、
歴
史
学
は
ま
さ
に
そ
う
し
た
無
数
の
個
別
的
造
形
物
を
扱
う
の
で
あ
り
、

つ
ま
り
は
「
形
態
学
的
な
性
質
を
も
っ
た
材
料
に
関
係
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
歴
史
的
方
法
は
材
料
の

形
態
学
的
性
格
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
」（
３２
）と
い
う
こ
と
に
な
る
。
敷
衍
す
れ
ば
、「
歴
史
的
な
世
界
に
お
い
て

は
、
類
似
性
（A

nalogien

）
で
は
な
く
、
異
常
性
（A

nom
alien

）
こ
そ
が
推
進
す
る
力
で
あ
る
、
と
言
っ
て
よ
か
ろ
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う
。」（
３３
）

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
材
料
の
形
態
学
的
性
格
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
歴
史
的
探
究
の
方
法
は
、
な
ぜ
「
探
究

し
つ
つ
理
解
す
る
こ
と
」
を
そ
の
本
質
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
す
る
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
説
明
も
な
か
な
か
興

味
深
い
も
の
が
あ
る
。
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
一
八
五
七
年
の
講
義
で
は
、「
歴
史
的
方
法
の
本
質
は
探
究
し
つ
つ
理
解
す
る
こ

と
、
つ
ま
り
解
釈
で
あ
る
」（das

W
esen

der
geschichtlichen

M
ethode

istforschend
zu

verstehen,istdie

Interpretation
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
用
例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
後
代
の
一
般
的
慣
行
と
は

異
な
り
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
に
お
い
て
はhistorisch

とgeschichtlich

の
明
確
な
区
別
が
ま
だ
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、「
探
究
し
つ
つ
理
解
す
る
こ
と
」
が
「
解
釈
」
と
同
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
同
定
に
含
蓄
さ
れ
て

い
る
意
義
深
い
内
容
を
理
解
す
る
上
で
、
こ
れ
に
引
き
続
く
以
下
の
言
説
は
き
わ
め
て
啓
発
的
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
目
下
わ
た
し
の
同
業
者
た
ち
の
間
に
広
ま
っ
て
い
る
方
法
か
ら
、
わ
た
し
が
自
分
自
身
を
意�

識�

的�

に

分
離
し
て
い
る
点
が
あ
る
。
彼
ら
は
そ
れ
を
お
そ
ら
く
批�

判�

的�

方
法
と
呼
ぶ
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
対
し
て
わ
た
し

は
解�

釈�

と
い
う
こ
と
を
前
面
に
据
え
る
。〔
だ
が
〕
も
ち
ろ
ん
、
わ
れ
わ
れ
の
歴
史
学
的
研
究
の
実
践
に
お
い
て

は
、
わ
れ
わ
れ
は
同
じ
歩
み
を
す
る
。（
３４
）

こ
の
言
説
は
そ
の
時
代
の
主
流
を
な
す
ラ
ン
ケ
史
学
に
対
し
て
、
明
確
な
距
離
を
置
く
発
言
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
ゆ
え
ド
ロ
イ
ゼ
ン
史
学
の
方
法
論
の
肯
綮
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
そ
れ
で
は
な
ぜ

「
解
釈
」
は
「
探
究
し
つ
つ
理
解
す
る
こ
と
」
と
等
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

180



ド
ロ
イ
ゼ
ン
が
言
う
に
は
、「
理
解
の
可
能
性
は
、
わ
れ
わ
れ
観
察
者
の
う
ち
に
、
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
の
な
か
に

そ
の
表
現
を
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
同
一
の
倫
理
的
・
知
的
な
範
疇
が
見
出
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
す
る
」

の
で
あ
り
、
そ
し
て
「
同
一
の
範
疇
が
こ
こ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
」（
３５
）の
で
あ
る
。
動
物
や
植
物
は
、
よ
し
ん
ば
そ
れ
に
物
体
に
対
応
す
る
心
魂
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
に
は
近
づ
き
得
な
い
の
で
、
そ
の
形
態
学
的
要
素
は
わ
れ
わ
れ
の
学
問
的
理
解
を
す
り
抜
け
る
。
と
こ

ろ
が
人
間
や
人
間
的
事
象
に
関
し
て
は
、
認
識
す
る
者
と
認
識
さ
れ
る
も
の
と
の
間
に
、
あ
る
「
同
等
性
」

（G
leichsein

）（
３６
）が
成
り
立
つ
。『
史
学
綱
要
』
の
第
九
節
が
言
わ
ん
と
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

§
９

理
解
の
可
能
性
は
、
歴
史
的
材
料
と
し
て
与
え
ら
れ
る
諸
表
出
が
わ
れ
わ
れ
と
同
質
的
な
性
質
を
有
し
て

い
る
、
と
い
う
点
に
存
す
る
。

理
解
の
可
能
性
は
、
人
間
の
感
性
的
・
精
神
的
本
質
が
あ
ら
ゆ
る
内
的
経
過
を
感
性
的
に
知
覚
可
能
な
仕
方
で
表

出
し
、
あ
ら
ゆ
る
表
出
の
う
ち
に
内
的
経
過
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
制
約
さ
れ
て
い
る
。
表
出
と
い
う

も
の
は
知
覚
さ
れ
る
と
、
知
覚
す
る
者
の
内
面
に
投
影
さ
れ
な
が
ら
、
同
様
の
内
的
経
過
を
惹
き
起
こ
す
。
不
安
の

叫
び
声
を
聞
く
と
、
わ
れ
わ
れ
は
叫
ぶ
人
の
不
安
を
感
じ
取
る
、
と
い
っ
た
よ
う
に
。（
中
略
）

人
間
、
人
間
の
諸
表
出
、
ま
た
人
間
が
形
成
し
た
も
の
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
本
質
的
な
同
質
性
と
相
互
性
の

う
ち
（in

w
esentlicher

G
leichartigkeitund

G
egenseitigkeit

）
に
あ
り
、
ま
た
そ
う
で
あ
る
こ
と
を
感
ず
る
。

―
―
各
々
の
自
我
は
自
己
自
身
の
う
ち
に
閉
じ
込
め
ら
れ
つ
つ
、
各
々
の
他
者
に
対
し
て
そ
の
諸
表
出
に
お
い
て
、

自
己
自
身
を
開
示
す
る
か
ら
で
あ
る
。（
３７
）
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こ
こ
で
重
要
な
の
は
、「
同
質
的
な
」（kongenial

）
と
い
う
用
語
で
あ
る
。
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
『
史
学
論
』
の
別
の
箇

所
で
、「
同
質
性
」（K

ongenialität

）
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

思
想
家
や
演
説
家
で
あ
る
た
め
に
は
、
研
究
と
修
練
と
が
同
じ
だ
け
必
要
で
あ
る
が
、
し
か
し
ひ
と
が
み
ず
か
ら
に

与
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
の
み
が
、
す
な
わ
ち
ま
さ
に
こ
の
種
の
活
動
の
た
め
の
天�

分�

（B
egabung

）
が
、

両
方
の
も
の
を
強
化
し
発
展
さ
せ
る
。
そ
し
て
歴
史
家
の
天
分
は
、
な
か
ん
ず
く
現
実
的
な
も
の
に
対
す
る
感
覚
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
象
化
す
る
事
物
の
う
ち
に
、
生
き
生
き
と
し
て
作
用
し
て
い
る
力
を
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ

ら
の
事
物
が
存
在
し
生
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
、
そ
の
真
理
を
、
直
観
す
る
同
質
性
（K

ongenialität

）
で

あ
る
。（
３８
）

こ
れ
と
関
連
し
て
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
と
く
に
意
義
深
い
の
は
、
次
の
言
説
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
真
理
を
見
出
し
把
握
す
る
こ
と
を
理
解
と
い
う
。
な
る
ほ
ど
方
法
と
い
う
も
の
は
、
い
か
に
し
て
わ

れ
わ
れ
が
探
究
し
つ
つ
理
解
し
た
り
、
ま
た
理
解
さ
れ
た
も
の
を
詳
述
し
た
り
す
る
か
を
学
ぶ
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
示
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
理
解
の
本
来
的
な
作
用
、
つ
ま
り
現
実
の
諸
形
式
の
な
か
に
表
現
さ

れ
て
い
る
精
神
と
、
わ
れ
わ
れ
の
精
神
と
が
共
鳴
し
合
う
同
質
的
な
響
き
を
、
方
法
と
い
う
も
の
は
教
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
作
用
の
奥
義
は
、
人
間
の
、
そ
し
て
よ
り
詳
し
く
言
え
ば
、
そ
れ
へ
と
召
命
さ
れ
た
人
間
の
、
倫
理
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的
・
知
的
な
本
性
に
存
し
て
い
る
。
彼
は
諸
々
の
精
神
の
さ
さ
や
き
を
聴
き
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
認
識

さ
れ
た
現
実
に
よ
っ
て
、
あ
る
形
態
の
真
理
が
彼
の
心
に
触
れ
た
と
き
に
は
、
直
ち
に
振
動
し
て
鳴
り
響
く
琴
線

を
、
魂
の
奥
深
く
に
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
ま
た
、
み
ず
か
ら
の
う
ち
で
鳴
り
響
い
て
い
る
も
の

は
、
真
理
の
な
か
の
真
理
の
か
す
か
な
る
反
響
で
あ
る
こ
と
を
予
感
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
３９
）

以
上
の
引
用
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
い
う
「
理
解
」
は
、
最
も
一
般
的
に
は
、
人
間
精
神
の
内
面
的
表

出
を
「
そ
れ
ら
の
う
ち
で
表
現
し
よ
う
と
意
図
さ
れ
た
こ
と
へ
と
引
き
戻
す
こ
と
」（
４０
）で
あ
る
が
、
な
か
ん
ず
く
同
質
的

な
存
在
者
間
に
成
り
立
つ
共
感
的
な
理
解
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
「
探
究
的
」
と
い
う
名
辞
が
そ
れ
に
付
け

加
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
に
と
っ
てforschen

/
Forschung

と
い
っ
た
言
葉
が
そ
も
そ
も
い
か
な
る
意
味
を
有
し
て
い
た
か
を
、
あ
ら
た
め
て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る（
４１
）。

五
「
歴
史
家
」（H

istoriker

）
を
表
示
す
る
際
に
、
ラ
ン
ケ
の
場
合
に
はG

eschichtsschreiber

と
い
う
用
語
が
圧
倒
的

に
多
く
用
い
ら
れ
る
が（
４２
）、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
場
合
に
し
ば
し
ばForscher

と
い
う
用
語
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
こ
こ
に
引
用
す
る
事
例
が
そ
う
で
あ
る
。

ラ
ン
ケ
や
ニ
ー
ブ
ー
ル
や
す
べ
て
の
類
似
の
研
究
者
た
ち
、
彼
ら
が
そ
の
よ
う
に
し
て
探
究
し
つ
つ
獲
得
し
詳
述
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し
た
こ
と
を
、
も
ち
ろ
ん
ひ
と
は
本
来
的
な
意
味
で
は
第
一
次
資
料
な
い
し
原
資
料
と
は
呼
ば
な
い
が
、
し
か
し
ま

し
て
や
派
生
的
資
料
と
は
呼
ば
な
い
。
彼
ら
は
第
一
次
的
な
直
接
的
把
握
を
提
供
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
し

か
し
彼
ら
が
提
供
す
る
把
握
は
、
非
常
に
確
実
な
方
法
的
方
策
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
て
い
る
の
で
、
多
く
の
点
で
第

一
次
資
料
よ
り
も
高
い
価
値
を
も
っ
て
い
る
。（
４３
）

こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
歴
史
家
は
と
り
わ
け
《
研
究
者
》（Forscher

）
で
あ
り
、
彼
ら
の
活
動
は
過
去
の
事
実

・
真
相
・
真
理
を
「
探
究
し
つ
つ
獲
得
し
詳
述
す
る
こ
と
」（forschend

zu
gew

innen
und

darzulegen

）
に
存
し
て

い
る
。
Ｗ
・
ハ
ル
ト
ヴ
ィ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、「
徹
底
的
に
粘
り
強
く
探
し
求
め
る
」（gründlich,beharrlich

suchen

）

と
い
う
の
が
、forschen

と
い
う
語
の
原
義
だ
そ
う
だ
が
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
語
法
に
は
本
来
の
意
味
が
ま
だ
よ
く
と
ど
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う（
４４
）。
実
際
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
に
と
っ
て
歴
史
学
は
、「
歴
史
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
単
に
反

復
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
く
」、
む
し
ろ
「
よ
り
深
く
突
き
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
そ
れ
は
「
い
や
し
く
も
過
去
か

ら
ふ
た
た
び
見
つ
け
出
さ
れ
る
べ
き
も
の
を
、
お
よ
そ
可
能
な
か
ぎ
り
、
精
神
に
お
い
て
ふ
た
た
び
生
き
生
き
と
甦
ら

せ
、
そ
れ
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
」（
４５
）こ
と
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
史
料
批
判
を
通
し
て
過
去
の
客
観
的
事
実
を
突
き
止

め
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
学
問
的
に
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
「
客
観
的
事
実
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
わ
れ
わ
れ

の
研
究
の
現
実
に
お
い
て
は
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
」（
４６
）。
か
く
し
て
史
料
批
判
と
は
異
な
る
解
釈
と
い
う
課
題
が
こ
こ

に
成
立
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
引
証
し
た
「
よ
り
深
く
突
き
進
む
」（tiefer

dringen

）
と
い
う
表
現
と
酷
似
の
表
現
を
、
ド
ロ

イ
ゼ
ン
は
『
史
学
綱
要
』
の
緒
言
の
末
尾
で
も
用
い
て
い
る
。
そ
れ
は
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
哲
学
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的
思
想
に
ひ
と
し
き
り
触
れ
た
後
、「
こ
の
よ
う
な
思
想
か
ら
し
て
わ
れ
わ
れ
の
学
問
の
問
題
に
よ
り
深
く
突
き
進
み
、

そ
れ
の
方
法
と
諸
課
題
と
を
基
礎
づ
け
、
か
つ
そ
の
認
識
さ
れ
た
本
性
か
ら
そ
の
形
態
を
全
般
的
に
展
開
す
る
こ
と
が
、

可
能
で
あ
る
と
わ
た
し
に
は
思
わ
れ
た
」（
４７
）と
述
べ
て
い
る
く
だ
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
はtiefer

einzudringen

と
な
っ

て
い
る
が
、『
史
学
論
』
に
お
け
るtiefer

dringen

と
の
対
応
は
明
白
で
あ
る
。
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
ド
ロ

イ
ゼ
ン
の
探
究
な
い
し
研
究
の
概
念
に
対
し
て
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
影
響
を
読
み
取
る
こ
と

は
、
あ
な
が
ち
牽
強
付
会
な
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ド
ロ
イ
ゼ
ン
が
「
歴
史
的
諸
科
学
に
と
っ
て
の
ベ
ー
コ
ン
の
よ

う
な
人
」（ein

B
acon

für
die

G
eschichtsw

issenschaften

）（
４８
）と
し
て
賞
讃
す
る
フ
ン
ボ
ル
ト
は
、
周
知
の
よ
う

に
、
学
問
研
究
の
理
想
を
無
限
の
真
理
探
究
と
し
て
捉
え
た
。
例
え
ば
、
以
下
に
引
用
す
る
三
つ
の
言
述
は
彼
の
学
問
理

想
を
直
截
に
表
現
し
て
い
る
。

さ
ら
に
い
う
と
、
学
校
と
い
う
も
の
は
出
来
上
が
っ
た
既
成
の
知
識
に
の
み
関
係
し
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
を
学
ぶ
と

こ
ろ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
高
等
の
学
問
的
施
設
の
特
色
は
、
学
問
を
つ
ね
に
い
ま
だ
完
全
に
解
決
さ
れ
て
い
な
い

問
題
と
し
て
扱
い
、
そ
れ
ゆ
え
つ
ね
に
研
究
の
う
ち
に
と
ど
ま
る
こ
と
で
あ
る
。（
４９
）

一
つ
の
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
努
め
る
こ
と
、
そ
し
て
物
理
的
な
ら
び
に
道
徳
的
な
力
を
つ
ぎ
込
ん
で
、
こ
の
目
標

を
戦
い
取
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
に
壮
健
で
力
に
溢
れ
た
人
間
の
幸
福
は
基
づ
い
て
い
る
。
張
り
詰
め
た
力
を
平
静
に

引
き
渡
す
所
有
は
、
ひ
と
を
欺
く
幻
想
に
お
い
て
の
み
心
を
そ
そ
る
も
の
で
あ
る
。（
５０
）
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学
問
的
要
求
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
現
れ
は
種
々
様
々
で
あ
る
が
、
も
し
ひ
と
が
こ
れ
を
単
純
な
本
質
に
還
元
す
れ

ば
、
つ
ね
に
、
見
え
る
も
の
の
な
か
に
見
え
な
い
も
の
を
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
超
え
て
は
何
も
考
え
ら

れ
な
い
。
し
か
し
―
―
少
な
く
と
も
学
問
に
と
っ
て
は
―
―
い
か
な
る
静
止
も
存
在
し
な
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が

学
問
の
真
の
本
質
を
な
す
こ
と
は
、
次
の
事
実
に
よ
っ
て
最
も
よ
く
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
た
だ
こ
の
見
地
か
ら

の
み
学
問
に
連
関
を
も
た
ら
し
、
ま
た
学
問
は
こ
の
見
地
に
立
っ
て
の
み
内
部
か
ら
発
す
る
絶
え
ざ
る
拡
張
を
行
な

う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
ま
た
こ
う
し
て
の
み
、
学
問
は
人
間
の
要
求
に
応
じ
る
の
で
あ
る
。
人
間

に
と
っ
て
学
問
も
究
極
目
標
で
は
な
い
が
、
し
か
し
究
極
の
も
の
や
最
高
の
も
の
に
達
す
る
段
階
で
は
あ
る
。（
５１
）

ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
い
う
「
探
究
的
理
解
」、
つ
ま
りforschend

zu
verstehen

の
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
フ
ン
ボ
ル

ト
的
な
学
問
研
究
の
理
想（
５２
）が
潜
ん
で
い
る
と
見
て
ほ
ぼ
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
い
っ
た
ん
脇
道
に
逸
れ

て
、
フ
ン
ボ
ル
ト
の
史
学
思
想
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
み
た
い
。
但
し
、
あ
く
ま
で
ド
ロ
イ
ゼ
ン
と
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る

範
囲
に
限
定
し
て
の
話
し
で
あ
る
。

六
フ
ン
ボ
ル
ト
の
諸
著
作
の
な
か
で
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
史
学
思
想
に
最
も
直
接
的
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る

の
は
、「
歴
史
家
の
課
題
に
つ
い
て
」（U

eber
die

A
ufgabe

des
G

eschichtsschreibers

）
と
い
う
一
八
二
一
年
の
論

文
（
も
と
も
と
は
ベ
ル
リ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
で
な
さ
れ
た
講
義
）
で
あ
る（
５３
）。
こ
の
な
か
で
フ
ン
ボ
ル
ト
は
、「
歴
史
家

186



の
課
題
は
出
来
事
の
叙
述
で
あ
る
」（
５４
）と
明
言
す
る
。
し
か
し
歴
史
家
が
出
来
事
を
叙
述
し
て
真
理
に
達
す
る
た
め
に

は
、
現
実
の
出
来
事
を
批
判
的
に
検
証
す
る
こ
と
と
、
ば
ら
ば
ら
な
事
実
を
想
像
力
な
い
し
構
想
力
を
用
い
て
一
つ
の
全

体
へ
と
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
歴
史
的
真
理
に
近
づ
く
た
め
に
は
、
同
時
に
二
つ
の
道
を
と
っ
て
進
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
つ
は
「
出
来
事
を
正
確
に
、
党
派
に
偏
さ
ず
に
、
か
つ
批
判
的
に
究
明
す
る
道
」
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
「
か
く
し
て
探
究
さ
れ
た
も
の
を
結
合
し
、
あ
の
手
段
〔＝

批
判
的
方
法
〕
に
よ
っ
て
は
到
達
し
が
た
い
も
の
を

予
感
す
る
道
」（
５５
）で
あ
る
。
第
一
の
方
法
の
み
で
は
歴
史
的
真
理
の
本
質
を
誤
る
で
あ
ろ
う
し
、
第
二
の
方
法
の
た
め
に

こ
ち
ら
を
蔑
ろ
に
す
る
と
、
個
々
の
点
で
真
理
を
偽
造
し
か
ね
な
い
。
部
分
部
分
の
列
挙
や
叙
述
だ
け
で
は
不
十
分
で
、

全
体
の
上
に
溌
剌
た
る
息
吹
が
通
う
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。「
精
神
は
、
す
べ
て
の
生
起
し
つ
つ
あ
る
事
柄
の
形
式
を

自
分
の
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
実
際
に
探
究
し
得
る
素
材
を
よ
り
よ
く
理
解
し
、
単
な
る
悟
性
の
操
作
が
な

し
得
る
以
上
の
も
の
を
こ
の
素
材
の
な
か
に
認
識
す
る
こ
と
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
」。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
す
べ
て
の
こ
と

は
「
探
究
す
る
力
と
探
究
さ
れ
る
べ
き
対
象
と
の
こ
の
同
化
」（diese

A
ssim

ilation
der

forschender
K

raftund
des

zu
erforschenden

G
egenstandes

）（
５６
）に
懸
か
っ
て
い
る
。

歴
史
が
人
間
に
役
立
つ
の
は
、
そ
れ
が
「
現
実
に
対
す
る
勘
」（der

Sinn
für

die
W

irklichkeit

）（
５７
）を
喚
起
し
、「
現

実
の
取
り
扱
い
に
対
す
る
勘
」（der

Sinn
für

die
B

ehandlung
der

W
irklichkeit

）（
５８
）を
鼓
舞
し
純
化
す
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
は
、
歴
史
家
は
世
界
史
を
そ
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
わ
た
っ
て
完
全
に
支
配
し
て
い
る
理
念
を
見

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、「
理
念
と
い
う
も
の
は
精
神
的
個
性
的
な
力
に
し
か
み
ず
か
ら
を
打
ち
明
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
」（
５９
）。
裏
返
し
て
言
え
ば
、「
各
々
の
人
間
的
個
性
は
、
現
象
の
う
ち
に
根
を
下
ろ
し
て
い
る
理
念
で

あ
る
。
そ
し
て
若
干
の
個
性
か
ら
こ
の
理
念
は
燦
然
と
輝
き
出
る
の
で
、
理
念
が
そ
の
な
か
で
み
ず
か
ら
を
顕
現
す
る
た
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め
に
、
個
人
と
い
う
形
式
を
と
っ
た
と
し
か
思
わ
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
」（
６０
）。
こ
の
よ
う
な
理
念
を
剔
抉
し
よ
う
と
努
め

る
歴
史
家
に
と
っ
て
は
、「
一
切
の
歴
史
は
一
つ
の
理
念
の
実
現
に
す
ぎ
ず
、
理
念
の
う
ち
に
同
時
に
力
と
目
標
と
が
横

た
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」（
６１
）。
か
く
し
て
フ
ン
ボ
ル
ト
は
、
歴
史
家
の
究
極
の
仕
事
は
、「
現
実
の
な
か
に
存
在
を
得

よ
う
と
す
る
理
念
の
努
力
を
叙
述
す
る
こ
と
」（D

arstellung
des

Strebens
einer

Idee,D
aseyn

in
der

W
irklichkeit

zu
gew

innen
）（
６２
）で
あ
る
と
述
べ
る
。

以
上
が
フ
ン
ボ
ル
ト
の
論
文
の
骨
子
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
史
的
理
念
説
」

（historische
Ideenlehre

）
と
い
わ
れ
る
学
説
で
あ
る（
６３
）。
こ
れ
ま
で
の
わ
れ
わ
れ
の
考
察
か
ら
し
て
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン

の
史
学
思
想
の
背
景
に
あ
る
の
も
こ
れ
に
か
な
り
近
い
も
の
と
考
え
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
か
ろ
う
。
フ
ン
ボ
ル
ト
の
こ
の
論

文
が
「
歴
史
主
義
の
綱
領
書
」（Program

m
schriftdes

H
istorism

us

）（
６４
）と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
フ
ン
ボ
ル
ト
と
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
親
近
性
は
わ
れ
わ
れ
の
考
察
に
と
っ
て
き
わ
め
て
興
味
深
い
。
し
か
し
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
最
後
に
触
れ
る
こ
と
に
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
も
う
一
度
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
『
史
学
綱
要
』
に
立
ち
戻
っ
て
、
つ
ぎ

に
「
探
究
的
理
解
」
が
具
体
的
に
い
か
に
し
て
成
立
す
る
か
を
見
て
み
よ
う
。

七
わ
れ
わ
れ
が
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
理
解
の
可
能
性
を
認
識
（
解
釈
）
主
体
と
認
識
（
解
釈
）
対
象
と

の
間
の
「
同
質
性
と
相
互
性
」
と
の
う
ち
に
見
出
す
が
（
§
９
）、
彼
は
そ
れ
に
引
き
続
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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§
１０

個
々
の
表
出
は
、
内
面
の
一�

つ�

の�

表
出
と
し
て
、
こ
の
内
面
を
逆
推
論
す
る
と
い
う
仕
方
で
理
解
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
内
面
は
こ
の
表
出
の
事
例
に
お
い
て
は
、
一
つ
の
中
心
的
な
力
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
力

は
、
そ
れ
自
身
に
お
い
て
は
同
一
の
も
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
周
辺
的
な
作
用
や
表
出
に
お
い
て
と
同
様
、
こ
う
し

た
表
出
に
お
い
て
も
現
れ
る
。

個
々
の
も
の
は
全
体
に
お
い
て
理
解
さ
れ
、
ま
た
全
体
は
個
々
の
も
の
か
ら
理
解
さ
れ
る
。

理
解
す
る
者
は
、
彼
が
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
同
じ
く
、
一
つ
の
自
我
で
あ
り
、
そ
れ
自
身
一
つ
の

総
体
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
総
体
性
を
個
々
の
表
出
か
ら
、
か
つ
個
々
の
表
出
を
そ
の
総
体
か
ら
補
完
す
る
。

理
解
は
総
合
的
で
あ
る
と
同
時
に
分
析
的
で
あ
り
、
帰
納
で
あ
る
と
同
時
に
演
繹
で
あ
る
。（
６５
）

こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
理
解
す
る
側
と
理
解
さ
れ
る
側
の
同
質
性
と
同
時
に
、
個
と
全
体
と
の
間
の
い
わ
ゆ
る
「
解

釈
的
循
環
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
、
総
合
的
判
断
と
分
析
的
判
断
、
帰
納
と
演
繹
が
相
互
に
補
完
し
合
っ
て
、
一
つ
の
理
解

が
成
立
す
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る（
６６
）。
し
か
し
理
解
は
そ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
漸
進
的
に
深
ま
る
も
の
と

は
限
ら
な
い
。
否
、
む
し
ろ
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
そ
れ
と
は
正
反
対
の
、
突
如
と
し
て
生
起
す
る
、
い
わ
ば
電
撃
的
な
理
解
に

つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

§
１１

理
解
（Verstehen

）
の
論
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
理
解
（Verständnis

）
の
作
用
は
区
別
さ
れ
る
。
理

解
の
作
用
は
、
既
述
の
諸
条
件
の
も
と
で
、
あ
た
か
も
魂
が
魂
の
な
か
に
沈
潜
す
る
と
き
の
よ
う
に
、
直
接
的
直
観

（unm
ittelbare

Intuition

）
と
し
て
、
交
接
に
お
け
る
受
胎
の
よ
う
に
、
創
造
的
に
生
じ
る
。（
６７
）
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一
八
五
七
／
五
八
年
の
手
書
き
の
草
稿
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

§
８

・
・
・
理
解
と
い
う
の
は
、
概
念
、
判
断
、
推
論
を
別
々
に
展
開
し
た
り
、
そ
れ
ら
を
統
合
し
た
り
す
る

こ
と
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
そ
れ
は
接
近
す
る
起
電
盤
の
間
に
発
す
る
閃
光
の
ご
と
く
、
交
接
に
お
け
る
受

胎
の
ご
と
く
、
創
造
的
な
作
用
で
あ
る
。（
６８
）

一
八
六
八
年
の
第
一
版
で
は
、
こ
の
部
分
は
次
の
よ
う
に
微
妙
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
。

§
１１

理
解
の
論
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
理�

解�

の�

作�

用�

は
区
別
さ
れ
る
。
理
解
の
作
用
は
、
既
述
の
諸
条
件
の
も

と
で
、
直
接
的
直
観
と
し
て
、
接
近
す
る
起
電
盤
の
間
に
発
す
る
閃
光
の
ご
と
く
、
交
接
に
お
け
る
受
胎
の
ご
と

く
、
創
造
的
作
用
と
し
て
生
じ
る
。（
６９
）

ま
た
、
ヒ
ュ
プ
ナ
ー
編
集
の
『
史
学
論
』
に
お
い
て
は
、
よ
り
詳
し
く
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

理
解
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
人
間
的
な
仕
方
で
可
能
な
、
最
も
完
全
な
認
識
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
理
解
は
、
そ

こ
で
働
く
論
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
意
識
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
直
接
的
か
つ
突
発
的
に
行
な
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
理
解

の
作
用
は
、
直
接
的
直
観
の
よ
う
な
、
創
造
的
作
用
の
よ
う
な
、
さ
な
が
ら
二
つ
の
起
電
盤
の
間
に
発
す
る
閃
光
の

よ
う
な
、
受
胎
の
作
用
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
理
解
に
お
い
て
は
、
人
間
の
精
神
的－

感
性
的
本
性
の
全
体
が
完
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全
に
協
働
し
、
与
え
る
と
同
時
に
受
け
取
り
、
つ
く
る
と
同
時
に
身
ご
も
る
。
理
解
は
人
間
的
本
質
が
最
も
人
間
的

な
か
た
ち
で
表
わ
れ
る
行
為
で
あ
り
、
真
に
人
間
的
な
振
る
舞
い
は
す
べ
て
、
理
解
の
う
ち
で
安
ら
ぎ
、
理
解
を
求

め
、
理
解
を
見
出
す
。
理
解
は
人
間
と
あ
ら
ゆ
る
人
倫
的
存
在
の
基
礎
と
を
つ
な
ぐ
最
も
緊
密
な
絆
で
あ
る
。（
７０
）

こ
こ
に
「
突
発
的
に
」
と
訳
出
し
たplötzlich

と
い
う
ド
イ
ツ
語
が
端
的
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
理
解
は
思
い
が

け
な
い
仕
方
で
、
突
如
と
し
て
生
じ
る
。
し
か
も
何
か
の
媒
介
を
通
じ
て
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
「
直
接
的
」

（unm
ittelbar

）
に
生
起
す
る
。
そ
れ
は
「
閃
光
」（Lichtfunken

）
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
衝
撃
的
な
い
し
電
撃
的
で

あ
り
、
ま
た
「
受
胎
」（E

m
pfängnis

）
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
創
造
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ

て
い
る
の
が
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
的
意
味
で
の
「
理
解
」
の
極
致
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う

に
し
て
「
理
解
」
を
め
ぐ
る
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
議
論
は
、
つ
ぎ
に
人
倫
的
世
界
の
思
想
へ
と
導
か
れ
る
。

八
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
ま
ず
「
序
論
」
の
§
１２－

§
１５
に
お
い
て
、
そ
の
後
「
体
系
論
」
の
§
４５－

§
４９
、
§
７２－

§
８６
な
ど

で
も
、「
人
倫
的
世
界
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
な
か
の
幾
つ
か
を
列
挙
す
る
こ
と
で
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン

の
倫
理
思
想
の
特
質
を
浮
き
彫
り
に
し
て
み
た
い
。

§
１２

人
間
は
他
者
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
他
者
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
人
倫
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的
共
同
体
（
家
族
、
民
族
、
国
家
、
宗
教
等
々
）
の
う
ち
で
は
じ
め
て
、
そ
の
素
質
に
し
た
が
っ
て
あ
る
と
こ
ろ
の

も
の
、
す
な
わ
ち
そ
れ
自
身
に
お
け
る
総
体
と
な
る
。

個
人
は
た
だ
相
対
的
に
の
み
総
体
と
な
る
。
理
解
し
つ
つ
、
ま
た
理
解
さ
れ
つ
つ
、
個
人
は
彼
が
そ
の
肢
体
で
あ

り
、
か
つ
そ
の
本
質
と
生
成
と
に
関
与
す
る
と
こ
ろ
の
、
諸
共
同
体
の
一
つ
の
範
例
に
し
て
表
現
の
よ
う
な
も
の
に

す
ぎ
な
い
・
・
・
。（
７１
）

§
１４

人
間
の
思
惟
の
対
象
な
ら
び
に
性
質
に
従
っ
て
、（
哲
学
的
な
い
し
は
神
学
的
）
思
弁
的
方
法
、
物
理
的

方
法
、
歴
史
的
方
法
と
い
う
三
つ
の
可
能
な
る
学
問
の
方
法
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
方
法
の
本
質
は
、
認
識
す
る
こ
と
、
説
明
す
る
こ
と
、
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
論
理
学
、
物
理
学
、
倫
理
学
と
い
う
古
代
の
学
問
の
法
規
は
、
一
つ
の
目
的
へ
の
三
つ
の
道
で
は
な

く
て
、
む
し
ろ
人
間
の
眼
が
そ
の
輝
き
に
耐
え
得
ぬ
よ
う
な
永
遠
の
光
を
、
色
彩
反
射
に
お
い
て
推
察
し
よ
う
と
欲

す
る
場
合
の
一
つ
の
プ
リ
ズ
ム
の
三
つ
の
面
な
の
で
あ
る
。（
７２
）

§
１５

倫
理
的
世
界
は
絶
え
ず
多
く
の
目
的
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
最
後
に
は
目
的
の
目
的
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
て

い
て
、
休
み
な
く
成
長
し
つ
つ
、
か
つ
自
己
の
う
ち
に
自
己
を
高
め
つ
つ
あ
る
世
界
で
あ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
予
感

し
ま
た
信
じ
る
も
の
で
あ
る
・
・
・
。

§
１９

歴
史
学
研
究
は
、
わ
れ
わ
れ
の
自
我
の
内
容
も
ま
た
、
媒
介
さ
れ
た
も
の
、
生
成
し
た
も
の
、
歴
史
的
な
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帰
結
で
あ
る
と
い
う
反
省
を
前
提
と
す
る
（
第
十
二
節
）。
認
識
さ
れ
た
媒
介
と
い
う
事
実
が
想
起
（

）

で
あ
る
・
・
・
。（
７３
）

§
４５

歴
史
学
の
方
法
論
の
領
域
は
、
人�

倫�

的�

世�

界�

と�

い�

う�

宇�

宙�

（der
K

osm
os

der
sittlichen

W
elt

）
で
あ

る
・
・
・
。（
７４
）

§
４８

諸
個
人
の
な
か
で
構
築
、
形
成
し
な
が
ら
、
ま
た
そ
の
作
品
の
な
か
で
生
成
し
な
が
ら
、
人
類
は
人
倫
的

世
界
と
い
う
宇
宙
を
創
造
す
る
・
・
・
。（
７５
）

§
７２

有
機
的
自
然
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
細
胞
か
ら
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
倫
的
世
界
に
お
け
る
す
べ

て
の
形
成
と
変
化
は
、
意
志
行
為
を
通
じ
て
生
じ
る
。
国
家
、
民
族
、
教
会
、
芸
術
等
が
こ
れ
こ
れ
し
か
じ
か
の
こ

と
を
行
な
う
と
言
わ
れ
る
場
合
に
も
、
そ
れ
は
意
志
行
為
を
通
じ
て
で
あ
る
。（
７６
）

§
７５

歴
史
的
運
動
に
脈
打
つ
生
の
鼓
動
と
は
自�

由�

で
あ
る
・
・
・
。（
７７
）

以
上
の
引
用
か
ら
だ
け
で
も
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
が
カ
ン
ト
や
フ
ィ
ヒ
テ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
や
フ
ン
ボ
ル
ト
な
ど
と
通
底
す
る
、

ド
イ
ツ
・
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
に
深
く
棹
さ
し
て
い
る
こ
と
が
、
容
易
に
読
み
取
れ
る（
７８
）。
個
人
は
人
倫
的
共
同
体
の
な

か
に
生
み
落
と
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
み
ず
か
ら
の
自
由
と
意
志
を
行
使
し
な
が
ら
自
己
を
形
成
し
、
や
が
て
人
倫
性
を
身
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に
つ
け
た
人
格
へ
と
成
長
す
る
。
人
倫
的
世
界
は
こ
う
し
て
人
間
を
介
し
て
生
成
と
成
長
を
遂
げ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、

こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
時
間
的
継
起
に
お
い
て
考
察
し
た
も
の
が
、
人
間
に
と
っ
て
の
歴
史
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ド
ロ
イ
ゼ
ン

に
よ
れ
ば
、「
歴
史
の
理
解
、
す
な
わ
ち
歴
史
が
理
解
さ
れ
る
こ
と
と
歴
史
が
理
解
す
る
こ
と
と
は
、
こ
の
よ
う
な
生
成

と
生
長
と
に
お
い
て
、
一
歩
進
む
ご
と
に
広
ま
り
か
つ
深
ま
る
。
歴
史
に
つ
い
て
の
知
識
は
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
る
。
歴

史
は
た
え
ず
先
に
進
み
な
が
ら
、
そ
の
研
究
を
深
め
、
そ
の
視
界
を
広
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
か
く
し
て
そ
こ
か

ら
、「
歴
史
的
事
物
は
そ
の
真
理
を
人
倫
的
勢
力
の
う
ち
に
有
し
て
い
る
。
歴
史
的
事
物
は
人
倫
的
勢
力
の
そ
の
時
々
の

実
現
で
あ
る
」（
７９
）、
と
宣
言
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
歴
史
学
と
倫
理
学
は
相
互
に
密
接
に
関
わ
り
合
う
こ
と
に
な
る（
８０
）。
両
者

の
関
係
に
関
し
て
は
、
§
８２
で
よ
り
踏
み
込
ん
で
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。「
倫
理
学
と
歴
史
学
は
い
わ
ば
同
格
の
も
の

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
歴
史
は
《
純
粋
理
性
》
に
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ
の
、《
実
践

理
性
の
要
請
》
の
起
源
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
」（
８１
）。
こ
こ
で
「
同
格
の
も
の
」
と
訳
し
た
の
は
、K

oordinaten

と
い

う
語
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
を
究
明
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
深
い
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
「
い
わ
ば
」

（gleichsam

）
と
い
う
副
詞
に
も
注
意
を
払
う
必
要
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
目
下
そ
れ
を
行
な
う
準
備
が
で
き
て
い
な
い
の

で
、
遺
憾
な
が
ら
こ
の
点
の
解
明
は
他
日
に
譲
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
ド
ロ
イ
ゼ
ン
に
と
っ
て
、
歴

史
と
は
「
永
遠
な
る
も
の
お
よ
び
神
的
な
る
も
の
に
関
与
す
る
た
め
に
」（

）
あ

る
の
で
あ
っ
て
、「
歴
史
と
は
人
類
が
自
己
自
身
に
つ
い
て
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
意
識
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
」（
８２
）。
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九
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ま
で
、『
史
学
綱
要
』
の
最
終
稿
（
第
三
版
）
を
主
要
資
料
と
し
、
し
か
も
極
力
そ
れ
に
即
し
な
が

ら
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
史
学
思
想
の
特
質
を
叙
述
し
て
き
た
。
最
後
に
わ
れ
わ
れ
は
、「
歴
史
主
義
と
解
釈
学
」
と
い
う
テ

ー
マ
に
関
し
て
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
「
探
究
的
理
解
」
に
含
蓄
さ
れ
て
い
る
意
味
・
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

ア
ネ
ッ
テ
・
ヴ
ィ
ッ
ト
カ
ウ
に
よ
れ
ば
、
歴
史
主
義
の
問
題
史
の
発
端
は
「
人
間
と
そ
の
文
化
が
歴
史
的
に
成
っ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
の
発
見
と
、「
人
文
科
学
に
お
け
る
歴
史
学
的
認
識
方
法
の
確
立
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の

二
つ
の
現
象
は
「
十
八
世
紀
末
以
降
、
と
り
わ
け
十
九
世
紀
に
お
い
て
遂
行
さ
れ
た
、
西
洋
的
思
惟
の
歴
史
化
と
い
う
同

一
の
包
括
的
な
精
神
史
的
現
象
の
異
な
っ
た
ア
ス
ペ
ク
ト
」（
８３
）で
あ
っ
て
、
相
互
に
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
と
く

に
こ
の
両
面
に
お
い
て
顕
著
な
貢
献
を
成
し
遂
げ
た
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
ド
ロ
イ
ゼ
ン
で
あ
る
。
彼
の
重
要
な
歴
史
学
的

創
見
は
、
歴
史
へ
の
関
心
が
人
間
存
在
そ
の
も
の
の
歴
史
性
に
基
づ
く
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
人
間
文
化
が
歴
史
的
発
展

の
所
産
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
人
間
の
生
そ
の
も
の
が
「
歴
史
的
に
成
っ
た
も
の
」（die

geschichtliche

G
ew

ordenheit

）
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
人
間
は
認
識
者
と
し
て
歴
史
に
対
向
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
人
間
自
身
の

生
が
歴
史
と
織
り
合
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
こ
の
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

人
間
の
誕
生
の
瞬
間
か
ら
、
否
、
受
胎
の
瞬
間
か
ら
、
測
り
知
れ
な
い
諸
要
因
が
・
・
・〔
人
間
に
〕
作
用
し
、

い
ま
だ
無
意
識
の
う
ち
に
人
間
は
両
親
の
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
受
け
、
両
親
の
身
体
的
な
ら
び
に
精
神
的
な
性
向
な
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ど
を
受
け
つ
ぐ
・
・
・
。
人
間
は
固
有
の
民
族
、
固
有
の
言
語
、
固
有
の
宗
教
、
固
有
の
国
家
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る

歴
史
的
所
与
の
な
か
に
生
ま
れ
落
ち
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
し
て
あ
ら
か
じ
め
見
い
だ
さ
れ
た
も
の
を
、
・
・
・

み
ず
か
ら
知
る
こ
と
も
な
し
に
、
自
分
自
身
の
う
ち
に
受
け
い
れ
、
内
面
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
く
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
動
物
的
生
以
上
の
も
の
を
、
つ
ま
り
人
間
的
な
生
を
手
に
入
れ
る
の
で
あ
る
。（
８４
）

わ
れ
わ
れ
が
す
で
に
§
６
で
見
た
よ
う
に
、
現
在
は
過
去
か
ら
「
生
成
し
た
現
在
」（die

gew
ordene

G
egenw

art

）

で
あ
っ
て
、
過
ぎ
去
っ
た
過
去
は
理
念
と
し
て
、
余
韻
と
し
て
、
あ
る
い
は
微
光
と
し
て
、
い
ま
な
お
現
在
の
な
か
に
潜

ん
で
い
る
。
歴
史
を
探
究
す
る
研
究
者
の
探
究
眼
が
そ
れ
を
呼
び
醒
ま
し
、
再
び
生
き
返
ら
せ
、
あ
ら
た
な
活
力
を
注
入

す
る
。
歴
史
は
人
間
に
と
っ
て
本
質
的
な
構
成
要
素
で
あ
る
。
人
間
は
歴
史
の
な
か
に
あ
り
、
ま
た
歴
史
は
人
間
の
な
か

に
あ
る
。
人
間
性
は
歴
史
に
よ
っ
て
陶
冶
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
は
「
生
成
し
つ
つ
あ
る
人
間
性
」（die

w
erdende

hum
anitas

）（
８５
）と
呼
ば
れ
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。
こ
の
よ
う
に
、
人
間
の
生
の
根
本
的
歴
史
性
を
捉
え
た
と
こ
ろ
が
、

ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
す
ぐ
れ
た
功
績
の
一
つ
で
あ
る
。

歴
史
主
義
の
誕
生
に
あ
ず
か
る
第
二
の
契
機
、
す
な
わ
ち
歴
史
学
的
認
識
方
法
の
確
立
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
考

察
か
ら
し
て
贅
言
を
要
す
る
に
は
及
ば
な
い
。
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
『
史
学
論
』
は
、
ま
さ
に
「
歴
史
の
知
識
学
」（die

W
issenschaftslehre

der
G

eschichte

）（
８６
）と
し
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
名
声
を
誇
っ
て
き
て
い
る
。
イ
ェ
ル
ン
・
リ
ュ

ー
ゼ
ン
が
言
う
よ
う
に
、
そ
こ
に
お
い
て
「
歴
史
学
が
固
有
の
対
象
領
域
と
固
有
の
方
法
を
も
っ
た
学
科
と
し
て
、
そ
の

専
門
的
な
位
置
を
基
礎
づ
け
正
当
化
す
る
、
自
己
反
省
の
発
展
が
完
成
さ
れ
る
」（
８７
）こ
と
は
、
疑
問
の
余
地
が
な
い
。

「
歴
史
主
義
」
と
い
う
概
念
は
多
義
性
を
内
包
し
て
い
る
が（
８８
）、
も
し
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
を
ト
レ
ル
チ
と
と
も
に
「
人
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間
と
そ
の
文
化
や
諸
価
値
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
わ
れ
わ
れ
の
思
惟
の
根
本
的
歴
史
化
」（
８９
）と
い
う
意
味
に
解
す
る
な
ら

ば
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
も
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
ま
さ
に
歴
史
主
義
者
の
典
型
で
あ
る
。
彼
の
思
惟
は
徹
底
的
に
歴
史
化
さ
れ

て
お
り
、
す
べ
て
の
事
象
を
歴
史
的
な
生
成
と
発
展
の
相
に
お
い
て
捉
え
て
い
る
。「《
休
み
な
い
》（R

astlos

）
は
彼
の

講
義
の
お
気
に
入
り
の
言
葉
で
あ
っ
た
」（
９０
）と
か
つ
て
の
学
生
マ
イ
ネ
ッ
ケ
が
述
懐
し
て
い
る
よ
う
に
、
彼
の
『
史
学

論
』
に
はrastlos
と
い
う
言
葉
が
頻
出
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
な
か
に
醇
乎
た
る
歴
史
主

義
の
表
明
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
に
お
け
る
歴
史
主
義
の
特
性
は
き
わ
め
て
顕
著
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
近
代
史
学
の
創

設
者
ラ
ン
ケ
と
比
較
し
た
と
き
に
、
よ
り
一
層
明
瞭
な
も
の
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ラ
ン
ケ
が
「
事
実
は
本
来
ど
う
で
あ

っ
た
の
か
」（w

ie
es

eigentlich
gew

esen

）
を
示
す
こ
と
を
歴
史
学
の
本
務
と
見
な
し
、
厳
格
な
史
料
批
判
の
手
続
き

を
通
し
て
、「
あ
り
の
ま
ま
の
真
実
」
を
獲
得
し
よ
う
と
努
め
た
の
に
対
し
て（
９１
）、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
に
と
っ
て
「
客
観
的
な

不
偏
不
党
（die

objective
U

nparteilichkeit
）
は
、
・
・
・
非
人
間
的
な
こ
と
で
あ
る
。
人
間
的
と
は
む
し
ろ
党
派
的

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
」（
９２
）。
彼
は
「
わ
た
し
の
祖
国
、
わ
た
し
の
政
治
的
確
信
、
わ
た
し
の
宗
教
的
確
信
、
わ
た
し
の
真

摯
な
研
究
が
わ
た
し
に
達
成
す
る
こ
と
を
許
し
て
く
れ
た
よ
う
な
、
わ
た
し
の
立
場
が
有
す
る
相
対
的
な
真
理
」
の
方

が
、
い
か
な
る
立
場
に
も
コ
ミ
ッ
ト
せ
ず
、
不
毛
な
一
般
性
し
か
達
成
し
な
い
、「
宦
官
的
な
客
観
性
」（eunuchische

O
bjektivität

）
よ
り
も
好
ま
し
い
と
考
え
る
。
ド
ロ
イ
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
た
と
い
自
分
の
立
場
が
ど
ん
な
に
一
面
的
で
限

ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、「
ひ
と
は
こ
の
限
定
さ
れ
た
あ
り
方
を
告
白
す
る
勇
気
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て

限
定
さ
れ
た
特
殊
的
な
も
の
の
方
が
、
普
遍
的
な
も
の
や
最
高
度
に
普
遍
的
な
も
の
よ
り
も
豊
か
で
ま
さ
っ
て
い
る
と
考

え
て
、
み
ず
か
ら
を
慰
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
９３
）の
で
あ
る
。
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ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
、
師
の
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ベ
ー
ク
に
倣
っ
て
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
に
ま
で
伝
わ
る
歴
史
伝
承
を
解
釈
す
る

こ
と
を
通
し
て
、
そ
の
な
か
に
保
存
さ
れ
て
い
る
過
去
の
精
神
を
再
構
成
す
る
こ
と
を
、
歴
史
学
の
重
要
な
課
題
と
見
な

す
。
古
典
文
献
学
者
の
ベ
ー
ク
は
、「
人
間
精
神
に
よ
っ
て
生�

み�

出�

さ�

れ�

た�

も�

の�

、
す
な
わ
ち
、
認�

識�

さ�

れ�

た�

も�

の�

を�

認�

識�

す�

る�

こ�

と�

」（das
E

rkennen
des

von
m

enschlichen
G

eistProducirten,d.h.des
E

rkannten

）（
９４
）を
も
っ
て
、

文
献
学
の
本
来
の
任
務
と
見
な
し
た
が
、
彼
は
こ
の
よ
う
な
「
認
識
さ
れ
た
も
の
の
認
識
」（E

rkenntnis
des

E
rkannten

）
を
、
術
語
的
に
は
、「
理
解
」（Verstehen

）
と
し
て
言
い
表
し
た
。
そ
こ
か
ら
「
認
識
さ
れ
た
も
の
の
再

認
識
」
と
い
う
解
釈
学
的
モ
デ
ル
が
生
じ
た
の
で
あ
る
が
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
師
の
精
神
を
継
承
し
つ
つ
、
そ
の
解
釈
学
的

モ
デ
ル
を
歴
史
学
全
体
の
基
礎
に
据
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
先
に
見
た
よ
う
に
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
が
目
指

す
歴
史
学
は
、「
歴
史
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の
を
反
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
よ
り
深
く
突
き
進

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
い
や
し
く
も
過
去
か
ら
ふ
た
た
び
見
つ
け
出
さ
れ
る
べ
き
も
の
を
、
お
よ
そ
可
能
な

か
ぎ
り
、
精
神
に
お
い
て
ふ
た
た
び
生
き
生
き
と
甦
ら
せ
、
そ
れ
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
」（
９５
）。
こ
の
よ
う
な
理
解
の
努

力
こ
そ
、
実
は
「
探
究
的
理
解
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「
探
究
的
理
解
」（forschendes

Verstehen

）
と
い
う
表
現
は
、「
探
究
し
つ
つ
理
解
す
る
こ
と
」（forschend

zu

verstehen

）
と
い
う
言
い
回
し
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
「
探
究
的
」（forschend

）
と
い
う
言

葉
に
い
か
な
る
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
は
、
つ
ぎ
の
引
用
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

そ
こ
か
ら
二
つ
の
こ
と
が
と
く
に
明
瞭
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
一
つ
は
、
わ
れ
わ
れ
は
自
然
科
学
の
よ
う
に
実

験
と
い
う
手
段
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
わ
れ
わ
れ
は
探
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
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で
あ
り
、
ま
た
探
究
す
る
こ
と
以
外
は
何
一
つ
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
最
も
徹
底
的
な
探
究
と

い
え
ど
も
過
去
の
断
片
的
な
仮
象
し
か
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
歴
史
と
歴
史
に
つ
い
て
の
わ
れ

わ
れ
の
知
識
と
で
は
、
天
と
地
ほ
ど
の
違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
９６
）

つ
ま
り
、「
探
究
的
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
フ
ン
ボ
ル
ト
の
「
不
断
の
研
究
」
に
、
さ
ら
に
は
あ
のLessingw

ort

に

ま
で
遡
る
、
真
理
探
究
（
探
求
）
の
理
想
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
究
極
的
な
真
理
に
は
到
達
し
な
い
が
、
そ
れ
を
目
指
し

て
無
限
に
繰
り
返
さ
れ
る
探
究
（
探
求
）
の
努
力
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
言
い
表
さ
れ
て
い
る
。
現
在
到
達
さ
れ
た
も
の
は

あ
く
ま
で
も
暫
定
的
な
成
果
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
新
た
な
、
よ
り
深
い
理
解
を
目
指
し
て
の
試
み
が
不
断
に
な
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。「
有
限
な
る
眼
に
は
端
緒
と
終
末
は
蔽
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
流
れ
る
運
動
の
方

向
を
探
究
し
な
が
ら
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
９７
）と
い
う
言
葉
に
も
、
こ
の
よ
う
な
「
探
究
的
理
解
」
の
精
神
が
垣
間

見
ら
れ
る
。

十
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
「
探
究
的
理
解
」
を
め
ぐ
っ
て
、
可
能
な
限
り
原
典
資
料
に
即
し
て
そ
の
内
実
を

明
ら
か
に
す
べ
く
努
力
し
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
の
考
察
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
『
史
学
論
』
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
思
想
や
精
神
史
的
潮
流
が
流
れ
込
ん
で
お
り
、
そ
れ
を
十
全
な
仕
方
で
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要

素
を
そ
の
源
泉
に
ま
で
立
ち
返
っ
て
検
証
す
る
作
業
が
不
可
欠
と
な
る
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ハ
ッ
ケ
ル
に
よ
れ
ば
、
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『
史
学
論
』
に
対
し
て
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
は
、
図
「
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
『
史
学
論
』
の
精
神
史
的
コ
ン
テ

ク
ス
ト
」
に
図
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
�
哲
学
的
伝
統
、
�
文
献
学
的
伝
統
、
�
歴
史
学
的
伝
統
の
三
つ
と
、
そ
れ
ら

に
加
え
て
、
生
家
に
よ
っ
て
刻
印
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
的
精
神
性
で
あ
る
が
、
よ
り
直
接
的
に
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
弁
的
歴

史
哲
学
、
ベ
ー
ク
の
文
献
学
と
解
釈
学
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
史
的
理
念
説
、
そ
し
て
ラ
ン
ケ
の

批
判
的
歴
史
学
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
各
々
の
伝
統
な
ら
び
に
そ
の
代
表
的
思
想
家
た
ち
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
あ

る
程
度
の
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
と
な
る
と
よ
り
掘
り
下
げ
た
研
究
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
わ

れ
わ
れ
の
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
『
史
学
論
』
な
ら
び
に
『
史
学
綱
要
』
を
主
要
な
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
「
探

究
的
理
解
」
の
内
実
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
彼
の
歴
史
理

論
が
内
包
し
て
い
る
政
治
性
の
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
プ
ロ
イ
セ
ン
・
小
ド
イ
ツ
学
派
の
創
始
者
」
と
い
う
呼
称
に

端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
へ
の
忠
誠
を
公
然
と
表
明
し
た
の
み
な
ら
ず
、
歴
史
家
と
し
て

そ
の
歴
史
的
使
命
を
正
当
化
す
る
作
業
に
挺
身
し
た
。
実
際
、
わ
れ
わ
れ
が
一
で
概
観
し
た
よ
う
に
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
現

実
の
政
治
に
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
た
歴
史
家
で
あ
り
、
彼
の
歴
史
叙
述
―
―『
陸
軍
元
帥
ヨ
ル
ク
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
ル
テ
ン

ブ
ル
ク
伯
爵
の
生
涯
』『
プ
ロ
イ
セ
ン
政
治
の
歴
史
』
な
ど
―
―
は
プ
ロ
イ
セ
ン
主
導
の
ド
イ
ツ
国
民
国
家
の
統
一
を
擁

護
す
る
立
場
で
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
言
を
引
く
ま
で
も
な
く
、「
学
問
と
政
治
と
の
共
生
」（
９８
）は
歴
史
家

ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
根
本
特
徴
で
あ
り
、
政
治
色
濃
厚
な
彼
の
歴
史
叙
述
に
対
し
て
絶
え
ず
浴
び
せ
か
け
ら
れ
て
き
た
非
難

も
、
か
か
る
共
生
に
根
本
原
因
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
政
治
史
家
と
し
て
の
彼
の
実
践
が
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
は
『
史
学
論
』
で
展
開
さ
れ
て
い
る
彼
の
歴
史
理
論
と
い
か
な
る
関
係
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
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ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
『
史
学
論
』
の
精
神
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト

出
典
：

C
hristian

H
ackel（

H
rsg.）,

Philologe−H
istoriker−Politiker.Johann

G
ustav

D
roysen

1808−1884（
B

erlin
:

G
+H

Verlag,2008）,61.

ドロイゼンの「探究的理解」について201



う
か
？
換
言
す
れ
ば
、
理
論
的
著
作
と
し
て
の
『
史
学
論
』
は
、
政
治
史
家
の
実
践
と
の
相
関
関
係
に
お
い
て
捉
え
ら
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
と
切
り
離
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
？
こ
の
問
い
に
対
し
て
正
確
な
答

え
を
与
え
る
こ
と
は
、
現
段
階
で
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
多
く
の
批
評
家
た
ち
は
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
が
歴
史
認

識
の
指
導
的
理
念
の
な
か
に
政
治
的
目
標
設
定
を
忍
び
込
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
問
的
な
歴
史
認
識
を
歪
め
て
し
ま

っ
た
と
非
難
し
て
き
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
権
力
政
治
を
是
認
す
る
彼
の
歴
史
叙
述
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
非
難
も
そ

れ
な
り
の
根
拠
を
有
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
が
、
し
か
し
そ
れ
が
事
実
だ
っ
た
と
す
れ
ば
今
日
ま
す
ま
す
高
ま
る
『
史
学

論
』
の
名
声
は
説
明
が
つ
か
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
こ
に
は
エ
ー
ト
ス
と
ク
ラ
ト
ス
と
い
う
問
題
性

が
潜
ん
で
い
る
。
ド
イ
ツ
観
念
論
の
流
れ
を
汲
む
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
、
国
家
権
力
が
高
度
の
倫
理
性
を
帯
び
る
べ
き
こ
と
を

当
然
視
し
て
い
る
が
、
現
実
の
政
治
過
程
は
彼
の
理
想
主
義
的
期
待
を
裏
切
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
理
論
と
現

実
の
由
々
し
き
乖
離
が
生
じ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
国
民
国
家
の
形
成
の
な
か
で
市
民
の
自
由
と
い
う
理
想
を
実

現
し
よ
う
と
し
た
彼
の
意
図
は
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
承
認
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
も
し
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
が
歴
史

学
に
与
え
る
政
治
的
性
格
が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
主
導
の
も
と
で
の
ド
イ
ツ
国
民
国
家
の
形
成
に
対
す
る
彼
の
賛
同
と
い
う
こ

と
に
の
み
還
元
さ
れ
る
な
ら
、
彼
が
解
放
と
伝
統
と
の
間
を
媒
介
す
る
と
い
う
課
題
に
よ
っ
て
、
歴
史
学
に
与
え
た
こ
の

政
治
的
性
格
は
、
誤
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」（
９９
）、
と
イ
ェ
ル
ン
・
リ
ュ
ー
ゼ
ン
は
述
べ
て
い
る
が
、
ド
ロ
イ

ゼ
ン
の
意
図
に
従
え
ば
、
市
民
的
自
由
の
実
現
は
ド
イ
ツ
国
民
国
家
と
い
う
枠
を
超
え
て
、
人
類
全
体
に
ま
で
及
ぶ
射
程

を
有
し
て
い
る
。
歴
史
的
認
識
が
、
認
識
す
る
主
体
の
現
在
と
過
去
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
由
化
の
過
程
と
し

て
の
歴
史
の
統
一
性
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
歴
史
学
は
自
由
の
原
理
を
時
代
の
意
識
へ
と
高
め
、
そ
れ
に

よ
っ
て
歴
史
的
自
己
理
解
の
地
平
を
時
代
に
対
し
て
切
り
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ラ
ン
ケ
的
な
客
観
的
歴
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史
認
識
や
歴
史
的
事
実
の
批
判
的
確
定
に
甘
ん
ず
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
歴
史
理
論
の
政
治
性
は
、
畢

竟
、
個
人
の
み
な
ら
ず
市
民
、
ひ
い
て
は
人
類
を
も
政
治
的
行
為
の
主
体
へ
と
教
化
す
る
と
い
う
崇
高
な
人
倫
的
目
標

を
、
歴
史
学
に
負
わ
せ
た
と
こ
ろ
に
由
来
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ヘ
イ
ド
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
が
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
『
史
学

論
』
を
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
科
学
」（a

B
ourgeois

Science

）
と
し
て
規
定
す
る
と
き
、
彼
は
誤
解
を
招
き
や
す
い
こ
の

表
現
に
よ
っ
て
、
お
そ
ら
く
こ
の
事
態
を
指
し
示
し
て
い
る（
１００
）。
か
か
る
表
記
の
是
非
は
別
途
に
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
が
『
史
学
論
』
で
展
開
し
た
歴
史
理
論
は
、
間
違
い
な
く
彼
の
歴
史
的
な

ら
び
に
政
治
的
著
作
を
貫
通
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
彼
の
歴
史
理
論
は
実
際
の
政
治
史
叙
述
か
ら
ひ
と
ま

ず
切
り
離
し
て
、
そ
れ
自
体
と
し
て
ま
ず
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
同
時
に
、
前
者
は
後
者
と
の
相
関

関
係
に
お
い
て
も
把
捉
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
本
稿
の
考
察
は
い
ま
だ
そ
の
対
象
の
半
面
し
か
照
射
し
得

て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
研
究
の
緒
に
つ
い
て
日
の
浅
い
筆
者
に
と
っ
て
、
そ
の
課
題
は
現
段
階
で
は
明
ら
か
に

手
に
余
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
正
直
に
告
白
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

む
す
び
に

最
後
に
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
「
探
究
的
理
解
」
に
つ
い
て
敷
衍
す
れ
ば
、
ガ
ダ
マ
ー
は
そ
れ
が
畢
竟
「
良
心
の
探
究
」

（G
ew

issensforschung

）
の
概
念
に
行
き
着
く
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る（
１０１
）。
し
か
し
そ
こ
ま
で
追
跡
す
る
こ
と
も
わ
れ

わ
れ
の
能
力
を
超
え
て
い
る
し
、
目
下
の
わ
れ
わ
れ
の
関
心
で
も
な
い
。
と
は
い
え
、
史
学
思
想
を
め
ぐ
る
ド
ロ
イ
ゼ
ン

の
議
論
が
、
自
由
と
人
格
に
ま
つ
わ
る
究
め
が
た
い
秘
密
の
領
域
に
関
わ
っ
て
お
り
、
単
な
る
歴
史
学
の
枠
内
に
は
収
ま
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り
き
ら
な
い
形
而
上
学
的
次
元
を
も
含
ん
で
い
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
歴
史
主
義
の
問
題
も
解
釈
学
の
問
題
も
、
い

ず
れ
も
人
間
存
在
の
究
極
的
次
元
の
問
題
に
逢
着
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
『
史
学
論
』
は
、
こ
の
両
方
の

問
題
を
考
え
る
上
で
、
き
わ
め
て
貴
重
な
材
料
を
提
供
し
て
い
る
。
よ
り
十
全
な
る
解
明
は
他
日
に
期
す
こ
と
と
し
て
、

い
ま
の
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
そ
の
事
実
を
確
認
し
た
こ
と
で
よ
し
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
や
す
か
た

と
し
ま
さ
・
北
海
学
園
大
学
教
授
）

＊
本
稿
は
、
平
成
２１－

２３
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
一
般
））
を
交
付
さ
れ
て
行
な
っ
て
い
る
研
究

「
解
釈
学
と
歴
史
主
義
―
―
Ａ
・
ベ
ー
ク
と
Ｊ
・
Ｇ
・
ド
ロ
イ
ゼ
ン
に
つ
い
て
の
事
例
研
究
―
―
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
１
）
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
こ
の
講
義
は
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
恩
師
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ベ
ー
ク
が
、
一
八
〇
九
年
か
ら
一
八
六
五
に
か
け
て
（
一

八
〇
九
年
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
、
一
八
一
一
年
以
後
は
ベ
ル
リ
ン
で
）
合
計
二
十
六
学
期
に
わ
た
っ
て
行
な
い
、
か
つ
て
ド
ロ
イ
ゼ

ン
自
身
も
受
講
し
た
こ
と
の
あ
る
、「
文
献
学
的
諸
学
問
の
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
な
ら
び
に
方
法
論
」
に
関
す
る
講
義
に
倣
っ
た
も

の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（A

ugust
B

oeckh,
E

ncyklopädie
und

M
ethodologie

der
philologischen

W
issenschaften

,

herausgegeben
von

E
rnstB

ratuscheck,zw
eite

A
uflage

besorgtvon
R

udolfK
lussm

ann

（Leipzig
:

D
ruck

und
Verlag

von

B
.G

.Teubner,1886

）
を
参
照
の
こ
と
）。

ベ
ー
ク
の
講
義
と
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
そ
れ
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
、C

hristiane
H

ackel,
D

ie
B

edeutung
A

ugust
B

oeckhs
für

den

G
eschichtstheoretiker

Johann
G

ustav
D

roysen.D
ie

E
nzyklopädie−Vorlesungen

im
Vergleich

（W
ürzburg

:
K

önigshausen
&

N
eum

ann,2006

）
が
詳
細
な
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
。

（
２
）C

f.
C

hristiane
H

ackel

（H
rsg.

）,Philologe−H
istoriker−Politiker.

Johann
G

ustav
D

roysen
1808−1884

（B
erlin

:
G

+H
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Verlag,
2008

）,57,
121−126

;
H

orst
W

alter
B

lanke,
„Johann

G
ustav

D
roysens

H
istorik.

E
in

E
tappenpunkt

in
der

G
eschichte

der
geschichtsw

issenschaftlichen
Selbstreflexion,“

in
ders.（hrsg.

）,H
istorie

und
H

istorie.200
Jahre

Johann

G
ustav

D
roysen

.Festschriftfür
Jörn

R
üsen

zum
70.G

eburtstag

（K
öln,W

eim
ar,&

W
ien

:
B

öhlau
Verlag,2009

）,27−37.

（
３
）Johann

G
ustav

D
roysen,G

rundriss
der

H
istorik

（Leipzig
:

Verlag
von

Veit&
C

om
p.,1868

）.

こ
の
小
著
は
わ
が
国
で
も

樺

俊
雄
氏
に
よ
っ
て
的
確
な
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
、『
史
學
綱
要
』（
刀
江
書
院
、
昭
和
１２
年
）
と
し
て
世
に
送
り
出
さ
れ
た
が
、
今

日
で
は
入
手
が
か
な
り
困
難
な
部
類
に
属
し
て
い
る
。

（
４
）Johann

G
ustav

D
roysen,

H
istorik.

Vorlesungen
über

E
ncyklopädie

und
M

ethodologie
der

G
eschichte,

herausgegeben

von
R

udolfH
übner

（M
ünchen

:
R

.O
ldenbourg,1937

;
N

achdruck,5.A
ufl.,1967

）（
以
後
、Vorlesungen

と
略
記
）.

（
５
）Johann

G
ustav

D
roysen,H

istorik

（H
istorisch−kritische

A
usgabe

von
Peter

Leyh
und

H
orstW

alter
B

lanke

）,B
and

1

:
R

ekonstruktion
der

ersten
vollständigen

Fassung
der

Vorlesungen

（1857

）;
G

rundriß
der

H
istorik

in
der

ersten

handschriftlichen

（1857
/

58
）und
in

der
letzten

gedruckten
Fassung

（1882

）（Stuttgart−B
ad

C
annstatt:

Friedrich

From
m

ann
Verlag

G
ünther

H
olzboog

G
m

bH
&

C
o.,

1977

）;
B

and
2,

Texte
im

U
m

kreis
der

H
istorik

unter

B
erücksichtung

der
Vorarbeiten

von
Peter

Leyh
nach

den
E

rstdrucken
und

H
andschriften

herausgegeben
von

H
orst

W
alter

B
lanke

（Stuttgart−B
ad

C
annstatt:

Friedrich
From

m
ann

Verlag
G

ünther
H

olzboog
G

m
bH

&
C

o.,
2007

）;

Supplem
ent:

D
roysen−B

ibliographie
herausgegeben

von
H

orst
W

alter
B

lanke

（Stuttgart−B
ad

C
annstatt:

Friedrich

From
m

ann
Verlag

G
ünther

H
olzboog

G
m

bH
&

C
o.,2008

）（
以
後
、H

istorik

（Peter
Leyh

）
と
略
記
）.

（
６
）B

lanke,„Johann
G

ustav
D

roysens
H

istorik,“
30.

（
７
）
具
体
的
に
は
、
一
八
二
六
年
の
夏
学
期
にD

em
osthenes

R
ede

von
der

K
rone

とG
eschichte

der
griechischen

Literatur

とE
ncyclopädie

der
philologischen

W
issenschaften

を
、
一
八
二
六
／
二
七
年
冬
学
期
にTacitus

H
istorien

とM
etrik

を
、

そ
し
て
一
八
二
七
／
二
八
年
冬
学
期
にG

riechische
A

lterthüm
er

を
受
講
し
て
い
る
。C

f.C
hristiane

H
ackel（H

rsg.

）,Philologe

−H
istoriker−Politiker

Johann
G

ustav
D

roysen
1808−1884

（B
erlin

:
G

+H
Verlag,2008

）,21.

（
８
）
具
体
的
に
は
、
一
八
二
七
年
の
夏
学
期
にLogik

und
M

etaphysik

とPhilosophie
der

R
eligion

を
、
一
八
二
七
／
二
八
年
の

冬
学
期
にG

eschichte
der

Philosophie

とPhilosophie
des

G
eistes

を
、
一
八
二
八
／
二
九
年
の
冬
学
期
にA

esthetik

と
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Philosophie
der

G
eschichte

を
受
講
し
て
い
る
。C

f.
C

hristiane
H

ackel

（H
rsg.

）,Philologe−H
istoriker−Politiker

Johann

G
ustav

D
roysen

1808−1884
,21

;
G

ünther
N

icolin

（H
rsg.

）,H
egel

in
B

erichten
seiner

Zeitgenossen

（H
am

burg
:

Felix

M
einer

Verlag,1970

）,490.
（
９
）D

roysen
an

Ludw
ig

M
oser,B

erlin,10.−29.N
ovem

ber,1831,in
Johann

G
ustav

D
roysen

B
riefw

echsel,herausgegeben

von
R

udolfH
übner,E

rster
B

and
1829−1852

（N
achdruck

der
A

usgabe
1929,O

snabrück
:

B
iblio−Verlag,1967

）,44.

（
１０
）
二
人
の
間
の
友
情
は
、
例
え
ば
両
者
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
手
紙
の
や
り
と
り
に
よ
っ
て
も
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。C

f.
C

arl

W
ehm

er

（H
rsg.

）,E
in

TiefG
egründet

H
erz.

D
er

B
riefw

echsel
Felix

M
endelssohn−B

artholdys
m

it
Johann

G
ustav

D
roysen

（H
eidelberg

:
Lam

bertSchneider,1959

）.

（
１１
）Johann

G
ustav

D
roysen,G

eschichte
desH

ellenism
us,3

B
de.,herausgegeben

von
E

rich
B

ayer,eingeleitetvon
H

ans−

Joachim
G

ehrke

（D
arm

stadt:
W

issenschaftliche
B

uchgesellschaft,2008

）.

（
１２
）
但
し
、
古
典
文
献
学
の
分
野
で
ド
ロ
イ
ゼ
ン
が
行
な
っ
た
仕
事
の
一
部
は
、
必
ず
し
も
ベ
ー
ク
の
お
眼
鏡
に
か
な
わ
な
か
っ
た
よ

う
で
、
一
八
四
一
年
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
・
ヴ
ェ
ル
カ
ー
に
宛
て
た
書
簡
に
お
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。「
彼〔
ド
ロ
イ
ゼ
ン
〕が
事
柄
を
取
り
扱
う
や
り
方
は
、
そ
の
軽
率
な
方
法
ゆ
え
に
幾
分
わ
た
し
を
不
機
嫌
に
す
る
・
・
・
」。M

ax

H
offm

ann,A
ugustB

öckh.Lebensbeschreibung
und

A
usw

ahlaus
seinem

w
issenschaftlichen

B
riefw

echsel

（Leipzig
:

D
ruck

und
Verlag

von
B

.G
.Teubner,1901

）,189.

（
１３
）O

tto
H

intze,
„Johann

G
ustav

D
roysen,“

in
:

ders.,
Soziologie

und
G

eschichte.
G

esam
m

elte
A

bhandlungen
zur

Soziologie,Politik
und

T
heorie

der
G

eschichte,herausgegeben
und

eingeleitet
von

G
erhard

O
estreich,2.,erw

eiterte

A
ufl.

（G
öttingen

:
Vandenhoeck

&
R

uprecht,1964

）,453.

（
１４
）Johann

G
ustav

D
roysen,Politische

Schriften
,herausgegeben

von
Felix

G
ilbert

（M
ünchen

&
B

erlin
:

Verlag
von

R
.

O
ldenbourg,1933

）,227−229.

（
１５
）H

einrich
R

itter
von

Srbik,G
eistund

G
eschichte

vom
deutschen

H
um

anism
us

bis
zur

G
egenw

art,B
d.1

（M
ünchen

&

Salzburg
:

B
ruckm

ann
und

O
tto

M
üller

Verlag,1950

）,367.

（
１６
）H

.−W
.

H
eidinger,

“H
istorik,”

in
H

istorisches
W

örterbuch
der

Philosophie,
herausgegeben

von
Joachim

R
itter,

B
d.

3
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（D
arm

stadt:
W

issenschaftliche
B

uchgesellschaft,1974

）,1132−1137.

（
１７
）G

.G
.G

ervinus,G
rundzüge

der
H

istorik

（Leipzig
:,1837

）,reprinted
in

:
Schriften

zur
Litertur

（B
erlin,1962

）,cited

in
Luther

G
all,„G

eorg
G

ottfried
G

ervinus,“
in

D
eutsche

H
istoriker,B

d.5,hrsg.H
.−U.W

ehler

（G
öttingen

:
Vandenhoeck

&
R

uprecht,
1972

）,25,
n.

4.

ド
ロ
イ
ゼ
ン
も
『
史
学
論
』
の
な
か
で
こ
の
書
に
言
及
し
て
い
る
（H

istorik

（Peter
Leyh

）,51,

217,u.a.
）。
な
お
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
はW

ilhelm
W

achsm
uth,E

ntw
urfeiner

T
heorie

der
G

eschichte

（H
alle

:
H

em
m

erde
und

Schw
etschke,1820

）
を
「
彼
のH

istorik

」
と
呼
ん
で
い
る
（H

istorik

（Peter
Leyh

）,236

）。

（
１８
）A

ugust
B

oeckh,
E

ncyklopädie
und

M
ethodologie

der
philologischen

W
issenschaften

,
herausgegeben

von
E

rnst

B
ratuscheck

（Leipzig
:

D
ruck

und
Verlag

von
B

.
G

.
Teubner,

1877

）,338
;

zw
eite

A
uflage

besorgt
von

R
udolf

K
lussm

ann

（Leipzig
:

D
ruck

und
Verlag

von
B

.G
.Teubner,1886

）,344.

（
１９
）
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
判
断
を
下
す
た
め
に
は
細
心
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
注
１
に
も
記
し
た
よ
う

に
、
べ
ー
ク
は
こ
の
講
義
を
一
八
〇
九
年
か
ら
一
八
六
五
年
に
か
け
て
通
算
二
十
六
回
も
行
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
講
義
ノ
ー
ト
に

基
づ
い
て
門
弟
の
ブ
ラ
ト
ゥ
ス
ヘ
ッ
ク
が
編
纂
し
た
本
書
か
ら
は
、
こ
の
引
用
箇
所
の
初
出
の
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
か

ら
で
あ
る
。
ド
ロ
イ
ゼ
ン
が
「
歴
史
学
の
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
お
よ
び
方
法
論
」
に
関
す
る
講
義
を
始
め
た
の
は
、
一
八
五
七
年
の

こ
と
で
あ
り
、『
史
学
綱
要
』
の
手
書
き
の
初
版
が
出
版
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
期
な
の
で
、
ベ
ー
ク
が
講
義
の
な
か
でH

istorik

に
言

及
し
た
最
初
の
時
が
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
講
義
に
先
立
っ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。
し
か
し
引
用
箇
所
の
す
ぐ
あ
と
で
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の

『
史
学
綱
要
』
へ
の
参
照
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、H

istorik

に
つ
い
て
の
ベ
ー
ク
の
言
及
が
、
一
八
五
七
年
以
降
の
も
の
で
あ
る
こ

と
も
大
い
に
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
そ
こ
で
引
証
さ
れ
て
い
る
『
史
学
綱
要
』
の
初
版
の
刊
行
年
は
、
一
八
六
七
年
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
こ
の
参
照
事
項
に
つ
い
て
の
記
述
自
体
は
ブ
ラ
ト
ゥ
ス
ヘ
ッ
ク
な
ら
び
に
ク
ル
ス
マ
ン
の
手
に
よ
る
も
の
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。

（
２０
）B

lanke,„Johann
G

ustav
D

roysens
H

istorik,“
27.

（
２１
）Johan

G
ustav

D
roysen

B
riefw

echsel

（B
W

）II
N

r.573,S.54f.（A
n

H
einrich

von
Sybel,13.2.1852

）;
N

D
in

:
ders.:

H
istorik

（Peter
Leyh

）,2,2,352.

（
２２
）H

istorik

（Peter
Leyh

）,418.
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（
２３
）Vorlesungen

,424.

（
２４
）Ibid.,425.

（
２５
）H

istorik

（Peter
Leyh

）,418

（
傍
点
筆
者
）.

（
２６
）Ibid.,419.

（
２７
）Ibid.,421.

（
２８
）Ibid.,

422.

な
お
、
こ
の
「
過
ぎ
去
ら
ぬ
も
の
」
は
、『
史
学
論
』
本
体
の
な
か
で
は
、「
残
余
、
残
存
物
」（Ü

berreste

）
な
ら
び

に
「
記
念
碑
、
記
念
物
」（D

enkm
ale

）
と
表
記
さ
れ
て
い
る
（H

istorik

（Peter
Leyh

）,71−87

）。

（
２９
）Ibid.

（
３０
）Ibid.,422

（
３１
）Ibid.,423.

（
３２
）Ibid.,20.

（
３３
）Ibid.,21.

（
３４
）Ibid.,22

（
傍
点
筆
者
）.

（
３５
）Ibid.

（
３６
）Ibid.

（
３７
）Ibid.,423.

（
３８
）Ibid.,64.

（
３９
）Ibid.,283.

（
４０
）Vorlesungen

,22.

（
４１
）
ド
ロ
イ
ゼ
ン
はforschen

/
Forschung

と
同
時
に
、erforschen

/
E

rforschung

と
い
う
語
も
用
い
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の

見
る
限
り
、
両
者
の
間
に
意
味
上
の
大
き
な
相
違
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。er−

は
自
動
詞
を
他
動
詞
に
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
前

綴
り
な
の
で
、forschen

とerforschen

の
違
い
は
、
単
に
自
動
詞
か
他
動
詞
か
と
い
う
だ
け
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
引
用
に

際
し
て
は
い
ず
れ
も
「
探
究
（
す
る
）」
と
翻
訳
す
る
こ
と
に
す
る
。

208



（
４２
）
ド
ロ
イ
ゼ
ン
が
私
淑
し
た
フ
ン
ボ
ル
ト
も
同
様
で
、
前
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
「
歴
史
家
の
課
題
に
つ
い
て
」

と
い
う
論
文
も
、
原
題
は„U

eber
die

A
ufgabe

des
G

eschichtsschreibers“

と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
論
文
中
で
も
も
っ
ぱ
ら

G
eschichtsschreiber

と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。C
f.W

ilhelm
von

H
um

boldt,„U
eber

die
A

fugabe
des

G
eschichtsschreibers,“

in
:

W
erke

in
F

ünfB
änden

,B
d.I,585−606.

（
４３
）Vorlesungen

,
83−84.

な
お
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
でForscher

を
「
研
究
者
」、forschend

を
「
探
究
し
つ
つ
」
と
訳
し
た
が
、

forschen
/

Forschung

は
本
来
的
に
「
探
究
」
と
「
研
究
」
の
両
方
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
ど
の
場
合
に
「
探
究
」
あ
る
い
は

「
研
究
」
と
す
る
か
は
、
ひ
と
え
に
日
本
語
の
文
脈
に
よ
っ
て
お
り
、
原
語
に
お
い
て
は
違
い
が
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た

い
。

（
４４
）W

olfgang
H

ardw
ig,„K

onzeption
und

B
egriff

der
Forschung

in
der

deutschen
H

istorie
des

19.
Jahrhunderts,“

in
:

K
onzeption

und
B

egriff
der

Forschung
in

den
W

issenschaften
des

19.
Jahrhunderts.

R
eferate

und
D

iskussionen
des

10.

w
issenschaftstheoretischen

K
olloquium

s
1975,

herausgegeben
von

A
lw

in
D

iem
er

（M
eisenheim

am
G

lan
:

Verlag

A
nton

H
ain,1978

）,11−26
;

hier
19.

（
４５
）Vorlesungen

,83.

（
４６
）Ibid.,133.

（
４７
）H

istorik

（Peter
Leyh

）,420.

（
４８
）H

istorik

（Peter
Leyh

）,419.

（
４９
）W

ilhelm
von

H
um

boldt,„U
eber

die
innere

und
äussere

O
rganisation

der
höheren

w
issenschaftlichen

A
nstalten

in

B
erlin

（1810

）“,in
:

W
erke

in
F

ünfB
änden

,B
d.IV,255−266

;
hier

256.

（
５０
）W
ilhelm

von
H

um
boldt,

„Ideen
zu

einem
Versuch,

die
G

ränzen
der

W
irksam

keit
des

Staats
zu

bestim
m

en,“
in

:

W
erke

in
F

ünfB
änden

,B
d.I,56−233

;
hier

57.

指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
、
フ
ン
ボ
ル
ト
の
こ
の
言
葉
は
有
名
なLessingw

ort

を

彷
彿
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
念
の
た
め
に
以
下
に
引
用
し
て
お
こ
う
。

「
人
間
の
価
値
は
、
誰
か
あ
る
人
が
所
有
し
て
い
る
真
理
、
あ
る
い
は
所
有
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
真
理
に
で
は
な
く
、
真
理
に

到
達
す
る
た
め
に
そ
の
人
が
払
っ
た
誠
実
な
努
力
に
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
人
間
の
力
は
、
所
有
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
真
理
の
探
求
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に
よ
っ
て
増
す
か
ら
で
あ
り
、
人
間
の
完
全
性
が
絶
え
ず
成
長
す
る
の
は
、
ひ
と
え
に
真
理
の
か
か
る
探
求
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
。
所

有
は
沈
滞
さ
せ
、
怠
惰
に
し
、
傲
慢
に
す
る
―
―
―

も
し
も
神
が
右
手
に
一
切
の
真
理
を
、
左
手
に
真
理
を
探
求
せ
ん
と
す
る
た
だ
一
つ
の
常
に
生
き
生
き
と
し
た
衝
動
を
握
り
給
い
、

わ
た
し
に
《
選
べ
》
と
言
わ
れ
る
と
し
た
ら
、
た
と
え
後
者
に
は
不
断
に
ま
た
永
久
に
迷
わ
す
で
あ
ろ
う
と
い
う
仰
せ
言
が
付
け
加
え

ら
れ
て
い
よ
う
と
も
、
わ
た
し
は
慎
ま
し
く
神
の
左
手
に
す
が
り
、《
父
よ
、
こ
れ
を
与
え
た
ま
え
。
純
粋
の
真
理
は
ひ
と
え
に
あ
な

た
の
み
の
も
の
な
れ
ば
》
と
言
う
で
あ
ろ
う
。」G

otthold
E

phraim
Lessing,LM

13,23−24
;

G
8,32−33

（D
uplik

）.

な
お
、Lessingw

ort

に
関
し
て
は
、
拙
著
『
歴
史
と
探
求
―
レ
ッ
シ
ン
グ
・
ト
レ
ル
チ
・
ニ
ー
バ
ー
―
』（
聖
学
院
大
学
出
版

会
、
２
０
０
１
年
）、
２９－

４９
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
５１
）W

ilhelm
von

H
um

boldt,
„U

eber
die

B
edingungen,

unter
denen

W
issenschaft

und
K

unst
in

einem
Volke

gedeihen,“
in

:
W

erke
in

F
ünfB

änden
,B

d.I,553−561
;

hier
559−560.

（
５２
）
フ
ン
ボ
ル
ト
の
学
問
観
な
ら
び
に
大
学
観
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
シ
ェ
ル
ス
キ
ー
、
田
中
昭
徳
・
阿
部
謹
也
・
中
川
勇
治

訳
『
大
学
の
孤
独
と
自
由
―
ド
イ
ツ
の
大
学
な
ら
び
に
そ
の
改
革
の
理
念
と
形
態
―
』（
未
来
社
、
１
９
７
０
年
）、
９８－

１０６
頁
を
参
照

の
こ
と
。

（
５３
）
オ
ッ
ト
ー
・
ヒ
ン
ツ
ェ
に
よ
れ
ば
、
フ
ン
ボ
ル
ト
の
こ
の
論
文
は
「
彼
〔
ド
ロ
イ
ゼ
ン
〕
に
お
い
て
同
質
的
な
理
解
に
出
く
わ
し

た
」
の
で
あ
る
。H

intze,„Johann
G

ustav
D

roysen,“
496.

（
５４
）H

um
boldt,„U

eber
die

A
fugabe

des
G

eschichtsschreibers,“
585.

（
５５
）Ibid.,587.

（
５６
）Ibid.,588.

（
５７
）Ibid.,589.

（
５８
）Ibid.,590.

（
５９
）Ibid.,602.

（
６０
）Ibid.,603.

（
６１
）Ibid.,604.

210



（
６２
）Ibid.,605

（
６３
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、Johann

A
dolf

G
oldfriedrich,

D
ie

historische
Ideenlehre

in
D

eutschland

（B
erlin

:
R

.
G

aertners

Verlagsbuchhandlung,1902

）
を
参
照
の
こ
と
。「
史
的
理
念
説
の
基
礎
づ
け
」（D

ie
B

egründung
der

historischen

Ideenlehre

）
と
題
さ
れ
た
第
二
章
で
は
、
と
く
に
フ
ン
ボ
ル
ト
に
多
く
の
頁
が
割
か
れ
て
い
る
。

（
６４
）H

orst
W

alter
B

lanke,
„D

roysen,
Johann

G
ustav,“

in
:

H
istorikerkexikon.

Von
der

A
ntike

bis
zur

G
egenw

art,

herausgegeben
von

R
üdiger

vom
B

ruch
und

R
ainer

A
.M

üller

（M
ünchen

:
Verlag

C
.H

.B
eck,2002

）,163.

（
６５
）H

istorik

（Peter
Leyh

）,423.

（
６６
）
意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
はH

erm
eneutik

あ
る
い
はherm

eneutisch

と
い
う
ド
イ
ツ
語
を
一
度
も

用
い
て
い
な
い
。
確
認
で
き
る
事
例
は
ギ
リ
シ
ア
語
の

だ
け
で
あ
る
。C

f.Vorlesungen
,324.

こ
う
い
う
次
第
で
あ
る
の
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
解
釈
学
的
循
環
」（ein

herm
eneutischer

Zirkel

）
と
い
う
用
語
も
彼
の

著
作
の
な
か
に
は
見
出
さ
れ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
調
べ
た
範
囲
で
は
、
わ
ず
か
に
一
箇
所
で
「
循
環
」（Zirkel

）
に
つ
い
て
語
ら
れ
て

い
る
だ
け
で
あ
る
。H

istorik

（Peter
Leyh

）,162.

（
６７
）Ibid.,424.

（
６８
）Ibid.,398.

（
６９
）Johann

G
ustav

D
roysen,G

rundriß
der

H
istorik

（Leipzig
:

Verlag
von

Veit&
C

om
p.,1868

）,10

（
傍
点
原
文
）.

（
７０
）Vorlesungen

,26.

（
７１
）H

istorik

（Peter
Leyh

）,424.

（
７２
）Ibid.,424.

（
７３
）Ibid.,425.

（
７４
）Ibid.,435.

（
７５
）Ibid.,436.

（
７６
）Ibid.,441.

（
７７
）Ibid.,442.
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（
７８
）
ト
レ
ル
チ
は
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
に
よ
っ
て
そ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
と
り
わ
け
価
値
と
共
同
体
の
体
系
に
関
し
て

は
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
『
史
学
綱
要
』
が
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
か
ら
霊
感
を
受
け
て
い
る
、
と
の
判
断
を
示
し
て
い
る
。E

rnst

Troeltsch,K
G

A
,16,1,525−528

;

エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
、
近
藤
勝
彦
『
歴
史
主
義
と
そ
の
諸
問
題
（
中
）』（『
ト
レ
ル
チ
著
作

集
』
第
五
巻
）（
ヨ
ル
ダ
ン
社
、
１
９
８
２
年
）
１２７－

１３０
頁
。

（
７９
）Ibid.,424−425.

（
８０
）
同
様
の
事
態
は
ト
レ
ル
チ
に
お
い
て
も
起
こ
っ
て
い
る
。
ト
レ
ル
チ
に
お
い
て
は
「
歴
史
学
か
ら
倫
理
学
へ
の
前
進
」
は
、
明
確

に
「
歴
史
哲
学
と
い
う
中
間
項
を
通
過
し
て
」
生
起
す
る
が
（C

f.
E

rnst
Troeltsch,

K
G

A
16,

1,
254−255

）、
他
方
の
ド
ロ
イ
ゼ
ン

は
、
歴
史
哲
学
と
い
え
ば
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
弁
的
な
歴
史
哲
学
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
せ
い
か
、「
歴
史
哲
学
」
と
い
う
用
語
を
あ
ま
り
積

極
的
に
は
用
い
て
い
な
い
。
し
か
し
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
場
合
に
は
、
史
学
論
（H

istorik

）
そ
の
も
の
が
歴
史
学
と
倫
理
学
を
仲
介
す
る

構
造
に
な
っ
て
お
り
、
実
質
的
に
は
そ
れ
が
歴
史
哲
学
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。C

f.W
örterbuch

der

philosophischen
B

egriffe,
herausgegeben

von
Johannes

H
offm

eister,
2.

A
ufl.（H

am
burg

:
Felix

M
einer,

1955

）,301
;

H
istorik

（Peter
Leyh

）,36,44,162,233,382.

（
８１
）Ibid.,444.

（
８２
）Ibid.,444.

（
８３
）A

nnette
W

ittkau,
H

istorism
us.

Zur
G

eschichte
des

B
egriffs

und
des

Problem
s,

2.,
durchgesehene

A
ufl.（G

öttingen
:

Vandenhoeck
&

R
uprecht,1994

）,25.

（
８４
）H

istorik

（Peter
Leyh

）,14.

（
８５
）Ibid.

（
８６
）Ibid.,44.

（
８７
）Jörn

R
üsen,

K
onfigurationen

des
H

istorism
us.

Studien
zur

deutschen
W

issenschaftskultur

（Frankfurt
am

M
ain

:

Suhrkam
p

Verlag,1993

）,243−244.

（
８８
）C

f.H
erbert

Schnädelbach,G
eschichtsphilosophie

nach
H

egel.D
ie

Problem
e

des
H

istorism
us

（Freiburg
/

M
ünchen

:

Verlag
K

arlA
lber

G
m

bH
,1974

）,19−30
;

ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ネ
ー
デ
ル
バ
ッ
ハ
、
古
東
哲
明
訳
『
ヘ
ー
ゲ
ル
以
後
の
歴
史
哲
学
』
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（
法
政
大
学
出
版
局
、
１
９
９
４
年
）
２１－

３６
頁
参
照
。

（
８９
）Troeltsch,

K
G

A
16,

1,
281

;

エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
、
近
藤
勝
彦
『
歴
史
主
義
と
そ
の
諸
問
題
（
上
）』（『
ト
レ
ル
チ
著
作

集
』
第
四
巻
）（
ヨ
ル
ダ
ン
社
、
１
９
８
０
年
）
１５８
頁
。

（
９０
）Friedrich

M
einecke,

W
erke,

B
d.

7,
Zur

G
eschichte

der
G

eschichtsschreibung,
herausgegeben

und
eingeleitet

von

E
berhard

K
essel

（M
ünchen

:
R

.O
ldenbourg,1968

）,169.

（
９１
）Leopold

von
R

anke,Säm
tliche

W
erke,B

d.33
/

34,V
II.

（
９２
）H

istorik

（Peter
Leyh

）,236.

（
９３
）Vorlesungen

,287.

（
９４
）B

oeckh,E
ncyklopädie

und
M

ethodologie
der

philologischen
W

issenschaften
,10.

傍
点
を
伏
し
た
部
分
は
原
文
で
は
ゲ
シ
ュ

ペ
ル
ト
（
隔
字
体
）。

（
９５
）Vorlesungen

,83.

（
９６
）Vorlesungen

,316.

（
９７
）H

istorik

（Peter
Leyh

）,444.

（
９８
）Friedrich

M
einecke,„J.G

.D
roysen,sein

B
riefw

echselund
seine

G
eschichtsschreibung,“

in
:

W
erke,B

d.7,127.

（
９９
）
イ
ェ
ル
ン
・
リ
ュ
ー
ゼ
ン
、
三
吉
敏
博
訳
「
ヨ
ー
ハ
ン
・
グ
ス
タ
フ
・
ド
ロ
イ
ゼ
ン
」、H

.−U.

ヴ
ェ
ー
ラ
ー
編
『
ド
イ
ツ
の
歴
史

家
』
第
１
巻
（
未
来
社
、
１
９
８
２
年
）、
１５２
頁
。Jörn

R
üsen,

„Johann
G

ustav
D

roysen,“
in

:
D

eutsche
H

istoriker
II,

herausgegeben
von

H
.−U.W

ehler

（G
öttingen

:
Vandenhoeck

&
R

uprecht,1971

）,14.

（
１００
）H

ayden
W

hite,
“D

roysen’s
H

istorik
:

H
istorical

W
riting

as
a

B
ourgeois

Science,”
in

:
T

he
C

ontent
of

the
Form

:

N
arrative

D
iscourse

and
H

istorical
R

epresentation

（B
altim

ore
and

London
:

T
he

Johns
H

opkins
U

niversity
Press,

1987

）,83−103.

ヘ
イ
ド
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
は
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
『
史
学
論
』
を
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
理
論
的
原
理
を
展

開
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
見
な
し
て
い
る
が
（86

）、
こ
の
こ
と
は
決
し
て
単
に
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
意
味
で
言
わ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
。
彼
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
い
う
用
語
の
語
法
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
構
造
主
義
哲
学
者
ル
イ
・
ア
ル
テ
ュ
セ
ー
ル
（Louis

A
lthusser,1918−1990

）
に
倣
っ
て
お
り
、
社
会
的
現
実
の
な
か
で
表
象
が
果
た
す
あ
る
種
の
実
践
的
機
能
が
言
い
表
さ
れ
て
い
る
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（cf.86−88

）。
し
か
し
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
科
学
」
と
い
う
呼
称
は
、
ア
ル
テ
ュ
セ
ー
ル
的
用
語
法
に
不
案
内
な
一
般
読
者
に
は
、
明
ら

か
に
軽
蔑
的
な
意
味
合
い
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
こ
の
語
の
一
人
歩
き
に
は
十
分
な
警
戒
を
要
す
る
。

（
１０１
）H

ans−G
eorg

G
adam

er,G
esam

m
elte

W
erke,B

d.1,H
erm

eneutik
I

:
W

ahrheitund
M

ethode

（Tübingen
:

J.C
.B

.M
ohr,

1990
）,220

;

Ｈ
‐
Ｇ
・
ガ
ダ
マ
ー
、
轡
田

収
・
巻
田
悦
郎
訳
『
真
理
と
方
法
�
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
２
０
０
８
年
）、
３５１
頁
。
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